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筆
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田
歴
史
民
俗
資
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館
　
学
芸
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川
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三
十
三
 

そ
の
 

安
芸
高
田
市
の
歴
史
を
た
ど
る 

中
世
安
芸
高
田
を
伝
え
る
 

中
世
安
芸
高
田
を
伝
え
る
 

編
集
後
記 

こ
の
正
月
は
テ
レ
ビ
で
「
地
上
よ
り
永

遠
に
」
や
「
メ
リ
ー
ポ
ピ
ン
ズ
」
な
ど
、

往
年
の
名
画
と
い
わ
れ
る
昔
の
映
画
を

か
な
り
見
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は

も
と
と
な
っ
た
原
作
が
あ
る
の
で
、
映

画
を
見
た
後
に
原
作
を
読
む
と
い
う
楽

し
み
も
あ
り
ま
す
。
た
ま
に
は
文
章
を

通
し
て
名
画
の
感
動
を
違
っ
た
角
度
で

味
わ
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
山
中
） 

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
ユ
ー
ス
が
こ
の

地
に
や
っ
て
き
て
14
年
。
今
回
の
優
勝
で

通
算
６
回
目
の
全
国
優
勝
と
な
る
そ
う

で
す
。
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
ユ
ー
ス
の

強
さ
の
秘
訣
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
イ
ズ

ミ
で
行
わ
れ
た
優
勝
報
告
会
で
い
く
つ

か
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
寮
生
活
で

培
っ
た
選
手
同
士
の
強
い
団
結
力
。
運
を

も
引
き
込
む
強
い
気
持
ち
。
監
督
や
コ
ー

チ
陣
と
選
手
た
ち
の
強
い
信
頼
関
係
。
そ

し
て
何
よ
り
大
き
い
の
が
「
市
民
の
皆
さ

ん
の
温
か
い
気
持
ち
」
と
選
手
た
ち
や
サ

ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
関
係
者
が
口
を
そ
ろ
え

て
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
う
言
っ
て
も
ら
え

る
と
、
市
民
と
し
て
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

ま
す
ま
す
「
応
援
す
る
で
」
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。（
戸
田
） 

三
次
市
に
あ
る
「
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美

術
館
」
に
行
き
ま
し
た
。
月
の
明
か
り
に

照
ら
さ
れ
、
赤
と
黄
色
に
光
る
こ
ん
も

り
と
し
た
山
が
描
か
れ
た
「
晩
秋
地
蔵

峠
」
と
い
う
作
品
が
一
番
気
に
入
り
ま

し
た
。（
松
村
） 

　
毛
利
元
就
の
長
男
・
隆
元
に
よ
っ
て
創

建
さ
れ
た
吉
田
町
多
治
比
の
男
山
神
社
。

江
戸
時
代
以
前
に
は
「
中
の
八
幡
」、「
多

治
比
八
幡
宮
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
元
就
の
書
状
の
中
に
、「
多
治
比

八
幡
御
祭
礼
流
鏑
馬
」
の
神
事
に
つ
い
て

指
示
し
た
も
の
も
あ
り
（
註
１
）、
隆
元
を

は
じ
め
毛
利
氏
の
崇
敬
が
厚
か
っ
た
こ
と

が
伺
え
ま
す
。 

　
男
山
神
社
に
伝
わ
る
獅
子
頭
（
写
真
１
）

も
当
時
の
神
事
を
裏
づ
け
る
資
料
で
す
。

桐
材
で
、
奥
行
４２
・
５
㎝
、
幅
３５
・
５
㎝
、
高

さ
２３
・
５
㎝
。
内
側
に
「
多
治
比
八
幡
宮
　

奉
寄
進
獅
子
頭
一
口
　
願
主
平
佐
藤
右
衛

門
尉
就
之
　
作
者
里
田
山
城
守
　
元
亀
二

年
六
月
一
日
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写

真
２
） 

　
元
就
の
重
臣
の
一
人
で
、
こ
の
神
社
の

西
約
１
㎞
に
あ
る
平
佐
城
に
居
た
と
み
ら

れ
る
平
佐
就
之
が
寄
進
し
た
も
の
で
す
。

獅
子
頭
の
古
い
資
料
は
県
内
で
も
数
少
な

く
、
市
内
で
は
最
古
の
も
の
で
、
銘
に
よ

り
由
来
の
わ
か
る
こ
と
で
も
、
貴
重
な
一

例
で
す
。
ま
た
同
神
社
で
は
獅
子
舞
が
伝

統
芸
能
と
し
て
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
毛
利
氏
時
代
の
伝

統
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。 

　
な
お
こ
の
獅
子
頭
は
現
在
吉
田
歴
史
民

俗
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
、
お
も
に
常
設
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

註
１:

『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
編
Ⅴ

(

昭
和
５５
年)

所
載
、「
長
府
毛
利
家

文
書
」
三
毛
利
元
就
書
状
。
　 

 

参
考
文
献 

・『
高
田
郡
史
』
上
巻
（
昭
和
４７
年
） 

・『
広
島
県
文
化
財
ニ
ュ
ー
ス
』
第
１
７
２

号
（
平
成
１４
年
） 

毛
利
隆
元
の
祈
願
所
・
男
山
神
社
（
二
） 

毛
利
隆
元
の
祈
願
所
・
男
山
神
社
（
二
） 

も
う
り
た
か
も
と
 

お
と
こ
や
ま
 

写真１　男山神社獅子頭 写真２　獅子頭内側の銘 

も
と
な
り
 

た
　
じ
　
ひ
 

や
ぶ
さ
め
 

ひ
ら
　
さ
　
と
う
　
う
　
え
 

も
ん
の
じ
ょ
う
な
り
ゆ
き
 

さ
と
　
だ
　
や
ま
し
ろ
の
か
み
 

ひ
ら
　
さ
　
な
り
ゆ
き
 

げ
ん
　
き
 

　１月　１月１４日（日（日）、安芸高田市空手道協会の主催で、甲田町、安芸高田市空手道協会の主催で、甲田町

の江の川で水中寒稽古が開催されました。安芸高田市内との江の川で水中寒稽古が開催されました。安芸高田市内と

安芸太田町安芸太田町の5団体の幼児から大人まで男女参加者団体の幼児から大人まで男女参加者約１２０

人が鋭い気合をかけながら、心身の鍛錬に励みました。人が鋭い気合をかけながら、心身の鍛錬に励みました。 

　１月１４日（日）、安芸高田市空手道協会の主催で、甲田町

の江の川で水中寒稽古が開催されました。安芸高田市内と

安芸太田町の5団体の幼児から大人まで男女参加者約１２０

人が鋭い気合をかけながら、心身の鍛錬に励みました。 
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平
成
１７
年
度
の
支
出
の
総
額
は
、
２
１
５

億
１，
３
２
６
万
円
で
昨
年
に
比
べ
３３
億
２，

６
０
５
万
円
減
り
ま
し
た
。
減
少
の
大
き
な
も

の
は
収
入
と
同
様
に
、
平
成
１６
年
度
に
は
地

域
振
興
基
金
の
創
設
に
よ
る
支
出
が
計
上
さ
れ

て
い
た
た
め
で
す
。
お
金
を
使
っ
た
目
的
別
に

見
る
と
、
向
原
町
に
完
成
し
た
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
か
が
や
き
」
の
整
備
費
を
含
む
「
民

生
費
」
が
最
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
性

質
別
で
は
人
件
費
が
最
も
多
い
割
合
を
占
め
ま

し
た
が
、
昨
年
に
比
べ
る
と
２
億
４，
２
９
８

万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
在
任
特
例
期

間
が
終
わ
っ
た
こ
と
に
伴
う
議
員
数
の
減
少
や
、

職
員
の
退
職
後
に
新
規
採
用
を
行
わ
な
い
こ
と

で
の
職
員
数
の
減
な
ど
が
影
響
し
て
い
ま
す
。 

　
平
成
１７
年
度
の
収
入
の
総
額
は
、
２
２
１

億
７，
６
９
２
万
円
で
昨
年
に
比
べ
３１
億
２，

８
５
６
万
円
減
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
平
成
１６

年
度
に
は
、
利
息
を
地
域
振
興
の
た
め
に
使
お

う
と
、
合
併
特
例
債
と
い
う
お
金
を
借
り
て

３３
億
円
を
貯
金
し
、
地
域
振
興
基
金
を
創
設

し
た
も
の
が
計
上
さ
れ
て
い
た
た
め
で
す
。
収

入
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
地
方
交
付
税
で
す
。

保
護
者（
国
）が
子
ど
も（
地
方
）の
生
活
の
た
め

に
送
金
す
る
「
仕
送
り
」
と
よ
く
例
え
ら
れ
る

こ
の
地
方
交
付
税
が
約
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

市
税
は
４，
１
４
３
万
円
増
加
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
固
定
資
産
税
や
た
ば
こ
税
な
ど
の
税
収
が

伸
び
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。 

衛生費 
（８.０%） 

消防費（３.２%） 

民生費（２４.０%） 

総務費（１５.９%） 

公債費（１８.３%） 

教育費 
（９.５%） 

土木費（９.１%） 

農林 
水産業費 
（８.９%） 

商工費（１.０%） 
議会費（０.９%） 

その他（１.２%） 
積立金（１.２%） 

維持補修費（１.０%） 
災害復旧事業費（０.６%） 

投資及び出資金・貸付金 
（０.４%） 

扶助費 
（７.６%） 

人件費（２０.５%） 

公債費（１８.３%） 

普通建設事業費 
（１７.７%） 

物件費（１４.１%） 

補助費等 
（７.８%） 

繰出金（１０.８%） 

市税（１５.１%） 

使用料 
（2.1%） 国庫支出金 

　　　（５.９%） 繰入金 
（２.７%） 

諸収入 
（1.2%） 

その他 
（２.６%） 

県支出金 
（９.８%） 

地方消費税交付金（１.４%） 
地方譲与税（１.８%） その他（１.９%） 

自主財源 
（２３.７%） 

依存財源 
（７６.３%） 

地方交付税 
（４１.１%） 

市債 
（１４.４%） 

収入の部 ２２１億７,６９２万円 
（３１億２,８５６万円の減） 

支出の部 ２１５億１，３２６万円（３３億２,６０５万円の減） 

収入の区
分

目的別区
分

性質別区
分

　平成１７年度の決算が１２月定例議会で可決され

ました。普通会計の決算の概要をお知らせします。 

　普通会計とは、一般会計、コミュニティ・プラン

ト整備事業特別会計、飲料水供給事業特別会計が

含まれます。決算額は決算統計のルールに従って

純計した数値です。 

1位　地方交付税９１億９,００６万円（１億８,８４２万円増） 
どのまちでも一定の行政サービスを行えるように市町村間
の財政力の差をなくすために国から交付されるお金。所得税、
酒税、法人税、消費税、たばこ税の５税が原資。 

2位　市税　　　　３３億４,８２７万円（４,１４３万円増） 
市民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税など市が課税
徴収する税金。 

3位　市債　　３１億９,５１０万円（２４億５,１８０万円減） 
公共施設などを整備するために必要なお金を国などから調
達する借金。 

４位　県支出金 ２１億８,４２２万円（２億４,６９８万円増） 
市が行なう仕事に対して必要性に応じて県から支給されるお金。 

５位　国庫支出金１２億９,７９０万円（３億４,０６３万円減） 
市が行なう仕事に対して必要性に応じて国から支給されるお金。 

６位　繰入金　　５億９,５６９万円（３億９,２６６万円減） 
資金運用の方法として特別会計、企業会計、基金から、受
け入れるときの収入。 

７位　使用料　　　４億７,４７８万円（２,３０６万円減） 
市が管理している施設を利用する際に市に納付されたお金。 

８位　地方譲与税　 ３億８,９１５万円（６,８９２万円増） 
国税として集められた後、市に譲与される税。地方道路譲
与税や自動車重量譲与税など。 

９位　地方消費税交付金　
３億１,２２１万円（２,３２７万円減） 

消費税の５分の１が県と市町村に交付される。交付額は、人口
と従業者数を基準に配分。 

１０位　諸収入　　　 ２億６,１９０万円（８,３８８万円減） 
預金の利子や貸付金に対する償還金など。 

その他　　　　　　９億２,７５７万円（３億５,８９９万円減） 
自動車取得税、分担金及び負担金、手数料など。 

 ※万円未満の数値を切り捨てているため、合計と少し違いがあります。 

1位　民生費　 ５１億６,６７５万円（５億５,５６４万円増） 
社会福祉、身体障害者、高齢者、児童福祉など福祉の全般
的な経費。 

2位　公債費　　　３９億２,８９１万円（５,０９９万円増） 
市が借りたお金（借金）の返済経費。 

3位　総務費　３４億１,８２２万円（３１億６,５７１万円減） 
企画、財政、電算処理、税の賦課・戸籍・選挙など一般的
な行政事務の経費。 

４位　教育費　 ２０億４,９９９万円（２億５,８８５万円減） 
幼稚園、小中学校など教育に関係する経費と生涯学習や公
民館、運動公園、資料館などの経費。 

５位　土木費　　　１９億５,１４１万円（４,９９０万円増） 
道路や河川、公営住宅の建設、整備、維持のための経費。 

６位　農林水産業費
１９億１,８８５万円（４億３,２１８万円減） 

農業、林業、水産業の振興のための経費。 

７位　衛生費　　　１７億１,０６８万円（５,１７７万円増） 
保健事業に関係する経費、環境対策に関する経費。 

８位　消防費　　　６億９,１２７万円（５,４１６万円増） 
消防や火災予防に関係する経費。 

９位　商工費　　　２億２,４６３万円（５,７５８万円減） 
観光や商工業の振興に関係する経費。 

１０位　議会費　　１億９,６１１万円（１億１,３３７万円減） 
議会の活動に必要な経費。 

その他　　　　　　　２億５,６３９万円（６,０８３万円減） 
労働費、災害復旧費、諸支出金。 

 ※万円未満の数値を切り捨てているため、合計と少し違いがあります。 

1位　人件費　　４４億１,２０２万円（２億４,２９８万円減） 
職員や議員、各種委員に支払われる給料や社会保険料、報
酬など。 

2位　公債費　　　３９億２,８８９万円（５,０９９万円増） 
市が借りたお金（借金）の返済経費。 

3位　普通建設事業費
３８億０,０３７万円（５億６,８２６万円増） 

道路、橋、河川、消防施設、学校、公民館、公営住宅など
の新設、増設、改良事業や不動産取得等の投資的な事業費。 

４位　物件費　　　３０億４,１９３万円（１,６６７万円増） 
旅費、消耗品、食糧費、通信運搬費、手数料、備品購入費、
使用料、委託料などの経費。 

５位　繰出金　　　２３億２,８０６万円（５,０７７万円減） 
資金の運用のため、特別会計に支出した経費。 

６位　補助費等　　１６億８,２１２万円（７,６９２万円減） 
報奨金、謝礼金、負担金、補助金など。 

７位　扶助費　　　１６億２,８１３万円（３,１２６万円増） 
市が法令や条例によって、お金や物品を被扶助者に提供す
る経費。 

８位　積立金　　２億６,０８８万円（３６億８,０７３万円減） 
基金などに積み立てる経費。 

９位　維持補修費　　２億０,６２６万円（９９０万円増） 
市が管理する公共施設（道路など）を維持するための経費。 

１０位　災害復旧事業費１億３,７７１万円（１,７１１万円増） 
風雨、地震など災害を受けた施設を復旧するための事業費。 

１１位　投資及び出資金・貸付金
８,６８４万円（３,１１６万円増） 

財団法人などに対する出捐金や公営企業の資本を整備する
ための出資的な繰出金など。 

 ※万円未満の数値を切り捨てているため、合計と少し違いがあります。 

平成１７年度 

決算 決算 

収
入
（
歳
入
） 

支
出
（
歳
出
） 
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安芸高田市は平成１７年度にいろいろな事業を 
行っていますが、その一部を紹介します。 平成１７年度　こんな事業を  行いました。 平成１７年度　こんな事業を  行いました。 平成１７年度　こんな事業を  行いました。 

快
適
で
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

■防犯対策費 
825万4,120円 

　安全で安心な地域づくりのため、防犯灯の設置
補助、小中学生への防犯ブザーの購入、市民のつ
どいの開催などを行いました。 

　小学生と中学生全員に防犯ブザーを配りました。
各学校では朝礼などの際、不審者が現れた時の行動、
防犯ブザーの使い方などを指導しました。 

■地域振興組織助成事業 
4,199万6,324円 

　市内３２の地域振興組織が行う活動並びに特色
ある地域づくり事業、フラワーロード事業に対し
て助成を行いました。 

　小原地域振興会では、この地域振興組織助成事
業を活用して、パトロールカーを整備しました。
地域の安全安心のための活動が実施されています。 

■市営住宅建設事業 
1億2,251万2,534円 

　若者定住、高齢者等への居住の安定を目的に市
営桑田住宅等の建設を行いました。 

　美土里町の桑田地区に市営住宅４戸が完成しま
した。茶色い瓦屋根で木造平屋建、広さは３ＬＤ
Ｋです。 

■第2庁舎・総合文化保健福祉施設 
　整備事業 9億6,080万8,636円 
　合併により分散していた行政各部署を１か所に集
め事務を効率化させるための現庁舎の改築と第2庁
舎と、文化活動、生涯学習、保健福祉など活動が複
合的に行える、市の拠点となる施設を整備しています。 

　設計競技（コンペ）で決定した素案を、市民検討
委員会をはじめとする各委員会で意見を出し合っ
て設計書を完成させ、工事に着手しました。 

心
豊
か
で
創
造
性
に 

　
　
富
ん
だ
ま
ち
づ
く
り 

多
彩
な
生
産
と
交
流
の 

　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り 

人
と
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り 

■特色ある学校づくり事業 
1,175万3,131円 

　各小中学校が、地域に根ざした創意工夫のある
教育活動や児童生徒の実態に即した教育研究を行
いました。 

　吉田小学校は特色ある教育活動として、児童が
卒業記念に自画像を描くという取り組みを伝統的
に行っています。八千代の丘美術館に入館してい
る作家の方から自画像指導をしていただいています。 

■人権推進事業 
4,199万0,336円 

　「人　輝く・安芸高田」の実現に向けて、まちづくり
の基調となる「人権尊重」を推進するため「安芸高田
市人権尊重のまちづくり条例」制定と「基本方針」策定、
講演会、人権フェスティバル、人権パネル展などの開催、
また男女共同参画プランの策定などを行いました。 

　１１月に人権フェスティバルを開催しました。
人権標語入選者の表彰、映画の上映、命の尊さを
伝えるコンサートなどを行いました。 

■経営構造対策事業 
8,216万8,988円 

　地域農業の担い手・認定農業者の育成と地域農
業の振興を図るための基幹施設「農畜産物処理加
工施設」の運営母体である第３セクター安芸高田
アグリフーズ（株）を設立するとともに、施設建設
に着手しました。 

　安芸高田市と広島北部農協、広島駅弁当株式会社
の３者は、８月に広島北部農協本店で、安芸高田ア
グリフーズ株式会社の基本協定書に調印を行いました。 

■特別養護老人ホーム「かがやき」 
　整備事業 8億2,646万1,774円 
　高齢者の健康と福祉の増進を図るため、特別養護
老人ホーム「かがやき」を整備しました。 

　向原町坂に完成した特別養護老人ホーム「かが
やき」は、自宅と同じような環境で生活を送れる
よう、個室を整備したのが特徴です。 
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１
年
間
の
収
支
は
ど
う
だ
っ
た
か
？ 

　
１
年
間
の
収
支
は
、
実
質
収
支
、
単
年

度
収
支
、
実
質
単
年
度
収
支
と
い
っ
た
数

値
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
実
質
収
支
と
は
、
収
入
の
合
計
額
か
ら

支
出
の
合
計
額
を
引
き
、
さ
ら
に
そ
こ
か

ら
翌
年
度（
平
成
１８
年
度
）に
繰
り
越
す
額

を
引
い
た
も
の
を
言
い
ま
す
。
平
成
１７
年

度
の
実
質
収
支
額
は
４
億
２，
０
０
２
万

４
千
円
の
黒
字
で
し
た
。
決
算
を
見
る
と

き
に
は
こ
の
実
質
収
支
が
黒
字
で
あ
る
か
、

赤
字
で
あ
る
か
が
財
政
状
況
を
判
断
す
る

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。 

　
実
は
ま
だ
こ
の
実
質
収
支
の
中
に
は
、

１
年
前
の
実
質
収
支
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
実
質
収
支
か
ら
前
年
の
実
質
収
支

を
差
し
引
く
こ
と
で
、
１７
年
度
だ
け
の
実

質
的
な
収
入
と
支
出
の
差
額
が
出
て
き
ま

す
。
こ
れ
が
単
年
度
収
支
で
す
。
平
成
１７

年
度
の
単
年
度
収
支
は
、
１，
３
６
２
万

円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
単
年
度
収
支
か
ら
基
金（
貯
金
）

の
積
立
て
や
そ
の
取
り
崩
し
な
ど
の
収
支

を
差
し
引
く
こ
と
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
た
め
に
必
要
だ
っ
た
経
費
と
収
入
と

の
つ
り
あ
い
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
を
実
質
単
年
度
収
支
と
い
い
ま
す
。

単
年
度
収
支
に
平
成
１７
年
度
の
貯
金
を
し

た
額（
基
金
積
立
額
）２
億
２，
２
７
６
万

２
千
円
を
足
し
て
、
貯
金
を
取
り
崩
し
た

額（
基
金
取
崩
額
）３
億
１，
３
２
９
万
２

千
円
を
差
し
引
く
と
、
１
億
４
１
５
万
円

の
赤
字
で
し
た
。 

　
こ
の
数
値
を
み
る
と
、
経
費
節
減
に
市

全
体
で
取
り
組
み
を
進
め
た
も
の
の
、
結

果
と
し
て
過
去
の
貯
金
に
頼
っ
た
収
支
と

な
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

  

　
市
が
行
う
貯
金
は
基
金
と
呼
び
、
借
金

は
地
方
債
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

　
平
成
１７
年
度
末
の
貯
金
額（
基
金
の
状
況
）

は
、
５８
億
８，
８
５
９
万
円
で
し
た
。
こ

の
う
ち
、
あ
る
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て

て
い
る
貯
金（
基
金
）を
除
く
、
財
政
の
運

営
の
た
め
や
借
金
の
返
済（
公
債
費
の
償
還
）

の
た
め
に
行
っ
て
い
る
貯
金
は
１１
億
１，

３
１
６
万
１
千
円
で
す
。
市
民
一
人
当
た

り
で
は
約
３
万
３
千
円
と
な
り
ま
す
。 

　
一
方
で
、
合
併
前
か
ら
平
成
１７
年
度
ま

で
、
旧
町
や
市
が
道
路
や
公
共
施
設
な
ど

を
整
備
す
る
際
の
資
金
と
し
て
借
り
入
れ

た
、
平
成
１７
年
度
末
の
借
金
額
（
地
方
債

現
在
高
）は
、
３
５
０
億
３，
５
７
４
万

５
千
円
で
す
。
市
民
一
人
当
た
り
で
は
約

１
０
４
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。 

　
合
併
前
か
ら
、
少
し
で
も
早
く
快
適
な

生
活
環
境
を
整
備
し
よ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
、
資
金
を
借
り
て
一
気
に
進
め
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
現
在
の
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
計
画
的
な

返
済
は
行
っ
て
お
り
、
平
成
１７
年
度
は
３９

億
２，
２
８
３
万
３
千
円
を
返
済
し
て
い

ま
す
。 

 

収
入
の
大
部
分
を
占
め
る 

　
　
　
　
　
地
方
交
付
税
の
行
方
は
？ 

　
安
芸
高
田
市
の
収
入
の
約
４
割
を
占
め

る
地
方
交
付
税
。
こ
の
国
か
ら
の
仕
送
り

と
も
言
え
る
地
方
交
付
税
に
、
安
芸
高
田

市
も
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。 

　
現
在
の
安
芸
高
田
市
の
地
方
交
付
税

は
、
合
併
特
例
措
置
に
よ
り
１０
年
間
は
合

併
が
な
か
っ
た
と
仮
定
し
て
毎
年
算
定
し

た
額
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
か
ら
も
、「
生
き

残
り
を
か
け
た
合
併
」
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
三
位
一
体
の
改
革
に

よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
確

実
で
す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
も
平
成
２６

年
以
降
は
合
併
特
例
措
置
が
段
階
的
に
減

額
さ
れ
て
い
き
、
最
終
的
に
は
現
在
よ
り

も
約
２０
億
円
減
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
、
行
政
改
革
に
よ
る

経
費
の
節
減
や
、
よ
り
効
率
的
な
組
織
を

作
り
上
げ
る
こ
と
で
、
健
全
な
財
政
運
営

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

財
政
再
建
団
体
に
な
る
と
い
う
心
配
は
？ 

　
財
政
再
建
団
体
と
は
、
一
般
企
業
で
い

う
倒
産
の
状
況
で
す
。
こ
の
財
政
再
建
団

体
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
標
準
財
政
規

模
に
占
め
る
実
質
収
支
の
赤
字
額
の
割
合

が
２０
％
を
超
え
た
場
合
で
す
。
安
芸
高
田

市
の
場
合
、
約
２５
億
円
の
赤
字
が
出
る
と
、

こ
の
状
態
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

平
成
１７
年
度
の
標
準
財
政
規
模
は
、
１
２

７
億
２，
８
７
３
万
６
千
円
で
、
実
質
収

支
は
４
億
２，
０
０
２
万
円
の
黒
字
で
し
た
。 

　
財
政
再
建
団
体
に
な
る
と
、
国
と
相
談

を
し
な
が
ら
国
の
監
視
を
受
け
て
財
政
を

立
て
直
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
税
金
な

ど
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
負
担
も
、
法
で
定

め
る
最
高
額
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
状
況
は
な
ん
と
し
て

も
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
時
点

で
は
財
政
再
建
団
体
に
な
る
よ
う
な
状
況

で
は
な
い
も
の
の
、
大
き
な
収
入
の
増
加

が
見
込
め
な
い
中
、
厳
し
い
財
政
状
況
に

な
る
こ
と
は
確
実
で
、
着
実
に
計
画
的
に

借
金
を
返
済
し
つ
つ
、
自
主
自
立
の
道
を

探
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
企
業
会
計
と
は
、
地
方
公
営
企
業
法
の

全
部
ま
た
は
一
部
の
適
用
を
受
け
る
公
営

企
業
の
会
計
を
い
い
ま
す
。
損
益
計
算
書

と
貸
借
対
照
表
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
で
は
吉
田
町
、
甲
田
町
の
区

域（
一
部
）で
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
き

水
道
事
業
を
経
営
し
て
い
ま
す
。 

  

　
水
道
事
業
は
、
使
用
者
の
日
常
生
活
や

社
会
活
動
を
支
え
る
た
め
に
、
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
施
設
と
し
て
、
安
全
で
お
い

し
い
水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
と
共
に
、

経
営
基
盤
整
備
強
化
の
た
め
効
率
的
経
営

に
努
め
ま
し
た
。 

企
業
会
計

水
道
事
業

老人保健特別会計 

歳入　５６億７,１７５万円 
歳出　５６億３,７７０万円 

７５歳以上の方の医療費の一部を
負担する制度を運営する会計です。
年度末の加入者数は７,０８４人で、
加入者一人当たりの年間医療費は
８６万５,６５３円でした。 

国民健康保険特別会計 

歳入　３５億７,３６９万円 
歳出　３４億２,７３９万円 

国民健康保険を運営する会計です。
平成１７年度末で加入世帯が７,８６７
世帯、加入被保険者は１４,０４１人
でした。 

一般会計 

歳入　２２６億７,４８５万円 
歳出　２２０億１,２０５万円 

市の行政運営の基本的な経費を計
上した会計です。 

特定環境保全公共下水道事業特別会計 

歳入　１０億９,４４１万円 
歳出　１０億７,６８７万円 

平成１７年度は、八千代処理区は処
理場の施設建設が完了、管路整備
を実施、甲田処理区は処理場の管
路整備を引き続き実施、向原処理
区は処理場の維持管理を行いました。 

公共下水道事業特別会計 

歳入　５億１,２４２万円 
歳出　４億９,９５８万円 

吉田の都市計画区域用途地域内の
下水道事業を運営する会計です。
平成１７年度は事業認可区域の拡張、
管路工事、施設の維持管理を行い
ました。 

介護保険特別会計　 

歳入　３１億３,１８５万円 
歳出　３０億６,２５４万円 

老後の安心をみんなで支える介護
保険制度を運営する会計です。介
護が必要だと認められた要介護認
定者は年度末現在で２,５５５人で
した。 

簡易水道事業特別会計 

平成１７年度は吉田と八千代給水
区で、老朽化した施設の新設・改
良、甲田給水区で営農飲雑用水の
整備、美土里横田の揚水量・水質
調査を行いました。 

浄化槽整備事業特別会計 

浄化槽の整備と管理運営を行う会
計です。平成１７年度は１,６０６基
の浄化槽を管理し、１２５基を新設
しました。 

農業集落排水事業特別会計 

平成１７年度は吉田処理区の入江地区の
処理場建設が完了、向原処理区では向井
原地区の機能強化事業として向井原浄化
センターの建替え工事が完了、その他の
地域では処理場の維持管理を行いました。 

コミュニティプラント整備事業特別会計 

甲田処理区吉田口地区で平成１６
年度から事業実施、平成１７年度
完成しました。 

飲料水供給事業特別会計 

飲料水の安定供給、施設の管理を
行いました。 

 

平
成
１７
年
度

決
算 

会
計
ご
と
の 

決
算
の
状
況 

歳入　１０億５,５８０万円 
歳出　１０億２,０８１万円 

歳入　２億３,７２７万円 
歳出　２億３,１９４万円 

歳入　５,８９９万円 
歳出　５,８９９万円 

歳入　１１億８,５３８万円 
歳出　１１億４,３２７万円 

歳入　２,３０９万円 
歳出　２,２２５万円 

安
芸
高
田
市
の 

　
財
政
状
況
を
数
値
で
み
る 

損 益 計 算 書 

収　　　　益 

費 　 　　　用 

特 別 損 失 

当 年度純利益 

 

2億7,940万円 

2億4,197万円 

10万円 

3,733万円 

貸 借 対 照 表 

固 定 資 産 合 計 

流 動 資 産 合 計 

資　産　合　計 

負　債　合　計 

資　本　合　計 

負 債 資 本 合 計 

26億7,518万円 

2億5,647万円 

29億3,165万円 

1億3,246万円 

27億9,919万円 

29億3,165万円 

平
成
17
年
度
末
の
貯
金
と
借
金 
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■
申
告
の
必
要
な
人  

①
農
業
、
商
工
業
な
ど
自
営
業
の
人 

②
年
金
、
地
代
、
パ
ー
ト
な
ど
の
収
入

の
あ
っ
た
人 

③
給
与
以
外
の
収
入（
農
業
な
ど
）の
あ
っ

た
人 

④
給
与
支
払
報
告
書
が
未
提
出
の
人 

⑤
医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
る
人
　
　 

　
な
お
、
税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告

を
さ
れ
る
人
は
、
安
芸
高
田
市
へ
の
申
告

は
不
要
で
す
。 

■
申
告
の
と
き
必
要
な
書
類
な
ど 

○
印
鑑 

○
給
与
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
こ
れ
に
か

わ
る
も
の 

○
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票 

○
生
命
、
損
害
保
険
料
の
支
払
い
証
明
書 

○
社
会
保
険
料
等
の
支
払
い
証
明
書 

○
医
療
費
控
除
の
た
め
の
領
収
書 

○
農
業
の
収
入
お
よ
び
経
費
が
わ
か
る
も

の（
領
収
書
・
預
金
通
帳
な
ど
） 

○
１８
年
中
に
購
入
し
た
農
機
具
な
ど
の
領

収
書
ま
た
は
販
売
証
明
書 

○
小
作
料
、
雇
人
費
な
ど
の
証
明
書
ま
た

は
領
収
書 

○
身
障
者
手
帳（
証
明
書
） 

○
公
共
事
業
で
土
地
な
ど
を
売
却
し
た
場

合
、
そ
の
価
格
が
わ
か
る
も
の 

○
生
命
・
損
害
保
険
満
期
証
明
書
、
年
金

保
険
証
明
書 

※
資
料
準
備
の
関
係
上
、
で
き
る
限
り
割

り
当
て
ら
れ
た
日
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
ご
都
合
の
悪
い
人
は
、
前
日
ま
で

に
お
手
数
で
も
税
務
課
か
各
支
所
市
民

生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は 

　
収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
が
無
い
と
税
の

減
額
措
置
が
行
わ
れ
な
い
な
ど
、
不
利

益
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

■
収
受
印
を
押
し
た
申
告
書
の
写
し
が
必

要
な
方
は 

　
宛
名
を
記
入
し
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送

し
ま
す
。
申
告
期
間
後
に
交
付
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。  

■
年
金
所
得
を
申
告
さ
れ
る
方
は 

　
必
ず
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
を
ご

持
参
下
さ
い
。 

　住民税（市県民税）の申告相談が始まります。
平成１９年１月１日現在、安芸高田市に住んで
いる人で、次に該当する人は、最寄の相談会場で、
平成１８年中の収入などを申告してください。 

平成１８年分
申告相談

日 

１５ 

１６ 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

２３ 

２６ 

２７ 

２８ 

１ 

２ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

月 
 
 
 
 
 
2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3

曜 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

日 

月 

火 

水 

木 

日 

１５ 

１６ 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

２３ 

２６ 

２７ 

２８ 

１ 

２ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

月 
 
 
 
 
 
2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3

曜 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

日 

月 

火 

水 

木 

丹
比
生
活
改
善 

セ
ン
タ
ー 

【午前】津々羅、室坂 

【午後】中馬河内、千川、日南 

【午前】川原、市場上・中 

【午後】隠地、於手保 

【午前】中原、沖原、久保地 

【午後】甲田、相合１･２･３･４･５班 

【午前】西浦上・下 

【午後】後相合、山部、印内 

【午前】上竹原、山手西 

【午後】徳田、上小山 

可
　
愛
　
集
　
会
　
所 

【午前】下竹原、山手沖 

【午後】上中馬、常楽寺 

【午前】山手日南下、本谷上、本谷中 

【午後】上福原、常友日南 

【午前】山手日南上、宮之城、本谷下 

【午後】下福原、下小山 

郷
野
地
区 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
所 

安

芸

高

田

市

役

所

仮

設

棟

１

階

会

議

室 

【午前】上・下新屋郷、下中馬上 

【午後】山手中、甲元、下中馬下 

【午前】小草、表桂、井山、十念 

【午後】中束、長屋口、谷桂、桂市峠 

【午前】下市、入江沖、長屋イ・ハ 

【午後】下入江、向桂 

【午前】２丁目、４丁目、高樋、柿原、柳原 
【午後】左円、上迫、六日市、雇用促進 
　　　　住宅（常友、郡山） 

【午前】１丁目、５丁目、内堀、外堀 

【午後】大賀屋、西土手、大浜、三矢タウン 

【午前】新町上・中、川手、四軒屋、上国司 

【午後】下国司、古市、３丁目、新町下 

【午前】上・下太郎丸、川向、浄安寺東 

【午後】浄安寺西、青迫、坂巻 

上記の日程で「申告相談」が 

できなかった人 

上記の日程で「申告相談」が 

できなかった人 

【午前】上市、石原１・２ 

【午後】久保、高野、横山 

丹
比
西 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
所 

吉 田 町 
【午前】三田林・上梶矢・下梶矢 

【午後】上竹貞・下竹貞・下川根・山根 

【午前】直会・田草 

【午後】谷口・下宮・杉の原 

【午前】行部・薬師・亀谷 

【午後】二重谷・栃原・篠原・歌ヶ谷 

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
川
根 

【午前】東城・すだれ 

【午後】切田・中原・深渡 

【午前】上城・土居谷 

【午後】日南側・柆原１・柆原２ 

【午前】上沖城・下沖城 

【午後】上仁王丸・下仁王丸・山田 

【午前】宍戸城・後岡城 

【午後】細河内・宮迫 

【午前】仲仙道・常広 

【午後】茂谷 

来

原

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

セ

ン

タ

ー 【午前】行田・向原 

【午後】後迫・来女木市 

【午前】土居之内・田屋郷・上用地 

【午後】下用地・叶谷日原 

【午前】中之郷・上福田 

【午後】下福田・島之尾 

安
　
芸
　
高
　
田
　
市
　
高
　
宮
　
支
　
所
　
２
　
階
　
大
　
会
　
議
　
室 

【午前】水谷松之尾・下舟木 

【午後】所木・五十貫部・三田谷 

【午前】門田・前川・雇用促進住宅 

【午後】上野吉広・志部府・竹部迫 

【午前】下式敷・れんげガーデン 

【午後】野部 

【午前】下房後・表郷 

【午後】勘部・新迫 

【午前】後側・房後柆原 

【午後】上式敷 

【午前】野々原・原山 

【午後】上羽佐竹 

高宮町にお住まいの方 

【午前】中羽佐竹・信木 

【午後】下羽佐竹 

上記の日程で「申告相談」が 

できなかった人 

高 宮 町 
【午前】３区 

【午後】５区 (上高地 )

【午前】６区 

【午後】２区 

【午前】８区 

【午後】４区 

小
　
原
　
中
　
央
　
集
　
会
　
所 

【午前】９区 

【午後】７区 

【午前】１区 

【午後】１０区 

【午前】１８区 

【午後】２４区 

【午前】２１区 

【午後】２７区 

【午前】２０区 

【午後】２３区 

安
　
芸
　
高
　
田
　
市
　
甲
　
田
　
支
　
所
　
２
　
階
　
大
　
会
　
議
　
室 

【午前】２５区 (上庄 ) 

【午後】２５区 (道木 )

【午前】２６区 

【午後】２８区 

【午前】１９区 

【午後】２２区 

【午前】１１区 

【午後】１４区 

【午前】１２区 

【午後】１３区 

【午前】１５区 

【午後】１７区 

【午前】　５区 (下・中高地 ) 

【午後】１６区 

 

上記の日程で「申告相談」が 

できなかった人 

甲 田 町 

【会場】根の谷集会所 

　　本郷・根の谷 

【会場】下土師集会所 
　　別所・中土師・黒瀬・下土師(上)・ 
　　下土師(中)・下土師(下) 

下
根
集
会
所 

宮の下・宮の上・古屋 

国安・中の谷 

日南上・東邦団地・市下・市裏 

市表・土井・余井・平原 

実宗・出口東・出口中・出口西 

寺の下・高平寺・上高平寺・ 

殿前市営住宅 

水無・五郎丸・下佐々井・門出 

中佐々井・安森・上佐々井 

谷の城・みどり会１．２．３．４ 

上谷・山梨・北原 

末石・日南下・日南中 

日南・日南団地・化正面・ 

下ときわ・上ときわ・前田住宅 

大まき・横路住宅・上恩地・ 

下大又・上大又 

上
　
根
　
集
　
会
　
所 

刈
田
地
区 

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー 

上記の日程で「申告相談」が 

できなかった人 

下
根
基
幹
集
落 

セ
ン
タ
ー 

八
千
代
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー 

八千代町 

八
千
代
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー 

戸
島
地
区 

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー 

保
垣
地
区
生
活 

改
善
セ
ン
タ
ー 

戸島４・５ 

戸島６・７上下 

戸島２・３ 

長田２・３・４ 

長田５・６・７上下 

保垣２・４ 

保垣１・３・５ 

有留１・２・３・４ 

有留５・６・７ 

坂１０・１１・１２ 

坂１３・１４ 

坂２下・戸島８ 

坂１・１６・１７ 

坂３・長田８ 

坂２駅・戸島９ 

坂５・坂１５上下 

坂８上下・坂９ 

坂２上・戸島１・１１ 

坂４・６ 

坂７・戸島１０・長田１ 

ふ
れ
あ
い 

プ
ラ
ザ
長
田 

有
留
地
区 

多
目
的
集
会
所 

上記の日程で「申告相談」が 

できなかった人 

上記の日程で「申告相談」が 

できなかった人 

安
　
芸
　
高
　
田
　
市
　
向
　
原
　
支
　
所
　
大
　
会
　
議
　
室 

向 原 町 

寺
山
地
区 

多
目
的
集
会
所 

【会場】桑田の庄 

　是光・日南・上音地・下音地・上城 

【会場】智教寺老人集会所 

　智教寺・大所 (１１時～１５時)

生
田
集
会
所 

下市・石丸・山崎・助実・中市 

下日南・上日南・下市・上市 

増屋・広森・有藤・小谷・引地 

矢賀上・矢賀下・岩倉・宝前 

高浜・砂田・金屋・上河内 

上青・中青・下青・程原・出店・ 

上市 

栃木・市・中北日南上・下叶口・ 

上叶口 

中北日南下・中北蔭地上・ 

中北蔭地下・上郷・山田・叶谷 

下郷・貝原・雁子原・畠田迫・ 

下北蔭地・九文久 

重信隠地・重信日南・清田・ 

竹之内・鳥信 

岡の原・横呂・横田住宅・戌谷・ 

寺川 

原・隠地・川撫・向井・奈良谷・ 

瀬木 

中原・道円田・下塩瀬・上塩瀬・ 

亀谷 

鉄井・橋上・塩貝・下黒滝・ 

上黒滝 

美
土
里 

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー 

上記の日程で「申告相談」が 

できなかった人 

美
　
土
　
里
　
教
　
育
　
集
　
会
　
所 

美土里町 

美
土
里
高
齢
者 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

■
平
成
18
年
分
　
申
告
期
限 

所
得
税
　
　
　
　
　
　
　
３
月
15
日(

木) 

消
費
税
・
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
） 

４
月
２
日(

月) 

贈
与
税
　
　
　
　
　
　
　
３
月
15
日(

木)  

納
税
は
安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
を 

※
振
替
日:

所
得
税
４
月
20
日（
金
）、
消
費
税
・

地
方
消
費
税
４
月
26
日（
木
） 

■
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に  

　
税
務
署
で
は
、
納
税
者
が
自
ら
申
告
書

な
ど
を
作
成
し
、
申
告
し
て
い
た
だ
く
「
自

書
申
告
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
税
務
署

や
申
告
相
談
会
場
で
は
記
載
方
法
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

申
告
書
な
ど
は
で
き
る
だ
け
早
く
郵
送
な

ど
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム 

（
ｅ
Ι

Ｔ
ａ
ｘ
） 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
自
宅

や
会
社
で
申
告
が
で
き
る
ｅ
Ι

Ｔ
ａ
ｘ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

】 

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告
書
を
作
成 

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
に
な
れ
ば
、

申
告
書
な
ど
が
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。 

【
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w
.nta.go.jp/

】 

■
に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
く
だ
さ
い 

　
税
理
士
で
な
い
人
が
、
税
務
書
類
の
作

成
・
申
告
手
続
き
の
代
理
や
、
税
務
署
な

ど
へ
納
税
者
の
代
理
人
と
し
て
交
渉
す
る

な
ど
の
業
務
を
行
う
こ
と
は
、
税
理
士
法

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

※２月１５日から３月１５日の間は、各会場で相談を行います。このため、 税務課、各支所市民生活課の窓口では申告できません。 

申告日程 受付時間【午前】9時〜11時　　【午後】13時〜16時
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「
え
っ
、

「
え
っ
、
本
人
確
認
で
き
る
書
類
が

本
人
確
認
で
き
る
書
類
が 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　い
る
ん
で
す
か
？
」

い
る
ん
で
す
か
？
」 

「
え
っ
、
本
人
確
認
で
き
る
書
類
が 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　い
る
ん
で
す
か
？
」 

こ
れ
か
ら
１
か
月
後
の
市
役
所
窓
口

で
の
で
き
ご
と
で
す
。 

 
　
３
月
初
旬
、
安
芸
高
田
市
内
に
住

ん
で
い
る
安
芸
太
郎
さ
ん
は
、
新
し

い
自
動
車
を
買
う
こ
と
に
な
り
、
住

民
票
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事

の
昼
休
み
を
利
用
し
て
市
役
所
へ
。

住
民
票
の
申
請
書
を
書
き
、
市
民
生

活
課
の
職
員
に
手
渡
し
ま
し
た
。
受

け
取
っ
た
職
員
か
ら
一
言
。 

「
今
日
は
何
か
写
真
付
の
本
人
確
認
で

き
る
書
類
を
お
持
ち
で
す
か
？
」 

そ
れ
を
聞
い
た
太
郎
さ
ん
。 

「
え
っ
、
そ
ん
な
も
の
が
い
る
ん
で
す

か
？
」 

　
い
つ
も
な
ら
、
車
の
中
に
必
ず
携

帯
し
て
い
る
運
転
免
許
証
も
、
こ
の

日
に
限
っ
て
食
後
の
運
動
と
、
同
僚

の
自
転
車
を
借
り
て
や
っ
て
き
て
い

ま
し
た
。 

「
今
日
は
持
っ
て
き
て
い
な
い
の
で
す

が
…
」
と
伝
え
た
太
郎
さ
ん
。 

職
員
は
続
け
て
尋
ね
ま
し
た
。 

「
写
真
付
で
な
く
て
も
本
人
を
証
明
で

き
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？
」 

太
郎
さ
ん
は
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証

が
財
布
の
中
に
入
っ
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。 

「
健
康
保
険
証
だ
っ
た
ら
あ
り
ま
す
が
」 

職
員
は
、
カ
ー
ド
を
見
せ
て
も
ら
い
、

太
郎
さ
ん
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。 

　
住
民
票
を
受
け
取
り
、
ホ
ッ
と
一

安
心
の
太
郎
さ
ん
。
こ
の
や
り
と
り

で
少
し
ば
か
り
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
い
、
午
後
か
ら
の
仕
事
開
始
１０
分

前
に
は
職
場
に
帰
れ
る
と
見
込
ん
で

い
ま
し
た
が
、
３
分
前
の
ギ
リ
ギ
リ

に
職
場
に
到
着
し
ま
し
た
。 

　
今
度
ま
た
、
住
民
票
な
ど
が
必
要

に
な
っ
た
と
き
は
忘
れ
ず
に
運
転
免

許
証
を
持
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
た
太

郎
さ
ん
で
し
た
。 

確
認
を
お
願
い
す
る
請
求 

■
住
民
票
の
写
し 

■
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書 

■
印
鑑
登
録
証
明
書 

　（
印
鑑
登
録
証
も
持
参
） 

■
戸
籍
等
の
謄
抄
本 

■
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書 

■
受
理
証
明
書 

■
戸
籍
附
票
の
写
し 

■
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書 

提
示
を
お
願
い
す
る
確
認
書
類
な
ど 

【
顔
写
真
つ
き
】 

■
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
顔
写
真
入
） 

■
運
転
免
許
証 

■
パ
ス
ポ
ー
ト 

■
外
国
人
登
録
証
明
書 

■
官
公
署
が
発
行
し
た
免
許
証
、
許
可

証
、
資
格
証
明
書 

【
顔
写
真
な
し
】 

■
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
写
真
な
し
） 

■
健
康
保
険
証 

■
年
金
手
帳
ま
た
は
年
金
証
書
等 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
作
り
方 

　
公
的
な
証
明
書
と
な
る
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
、
市

役
所
で
作
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

は
、
写
真
付
き
と
写
真
な
し

と
が
選
べ
ま
す
。 

作
る
と
き
に
必
要
な
も
の 

■
申
請
者
の
印
鑑 

■
申
請
者
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の 

【
１
つ
で
確
認
で
き
る
も
の
】
パ
ス
ポ

ー
ト
、
運
転
免
許
証
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
無
線
従
事

者
免
許
証
な
ど
官
公
署
が
発
行
し
た

本
人
の
写
真
が
は
っ
て
あ
る
も
の
。 

【
２
つ
必
要
な
も
の
】
健
康
保
険
証
、

共
済
組
合
員
証
、
介
護
保
険
被
保
険

者
証
、
在
学
証
明
書
、
国
民
年
金
手

帳
、
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
、
勤

務
先
の
社
員
証
な
ど
。 

■
写
真
付
き
を
希
望
さ
れ
る
場
合 

た
て
４.５
㎝
、
よ
こ
３.５
㎝
の
大
き
さ
で
、
無

帽
、
正
面
、
無
背
景
、
６
か
月
以
内
に

撮
影
し
た
写
真
を
１
枚
。 

３
月
１
日
か
ら
、
住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
証
明
な
ど
を 

請
求
さ
れ
る
際
に
は
、
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
戸
籍
や

住
民
票
と
い
っ
た
大
切
な
情
報
に
関
わ
る

仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
業
務
上
気
を
つ

け
て
い
る
こ
と
は
、
個
人
情
報
を
守
る
こ

と
で
す
。
近
年
、
住
民
票
や
戸
籍
な
ど
を

不
正
取
得
す
る
と
い
っ
た
事
件
が
全
国
で

多
発
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
個

人
情
報
を
守
る
た
め
、
交
付
請
求
の
際
、

３
月
１
日
か
ら
本
人
を
証
明
で
き
る
書
類

で
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
も
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で

本
人
確
認
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

正
直
な
と
こ
ろ
「
本
人
な
の
に
…
」
と
思

う
時
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
確
認
を
し

て
い
た
だ
く
方
か
ら
す
る
と
、
私
の
財
産

な
ど
を
守
っ
て
く
れ
る
た
め
に
聞
い
て
く

れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
市
役
所
の
窓
口
で
も
「
面
倒
く
さ
い

な
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
住
民
票
で
は
【
氏
名
・
現
住
所
。

生
年
月
日
・
性
別
・
本
籍
・
筆
頭
者
】
な

ど
が
証
明
さ
れ
ま
す
が
、
使
用
目
的（
提

出
先
）な
ど
に
よ
っ
て
は
記
載
し
な
く
て

も
良
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

発
行
の
際
に
「
本
籍
・
筆
頭
者
の
記
載
は

必
要
で
す
か
？
」「
世
帯
主
・
続
柄
の
記

載
は
必
要
で
す
か
？
」
と
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
必
要
以
上
の
情
報
を

出
さ
な
い
た
め
に
も
、
ど
う
い
っ
た
記
載

が
必
要
か
事
前
に
提
出
先
に
確
認
い
た
だ

く
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
転
入
・
転
出
や
世
帯
の
異
動
、
婚
姻
な

ど
の
届
出
の
と
き
も
窓
口
に
来
ら
れ
た
方

が
本
人
で
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
に
も
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
本
人
確
認
や
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
こ
と
を
詳
し
く
知

り
た
い
と
思
わ
れ
た
ら
、
市
役
所
市
民
生

活
課
戸
籍
住
民
係
や
各
支
所
市
民
生
活
課

市
民
係
へ
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

本
人
確
認
に 

　
　
　ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

市
民
部
市
民
生
活
課
　 

個
人
情
報
を
守
り
、
不
正
行
為
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に 

※
本
人
確
認
の
書
類
が
な
い
と
き
は
、
必
要
な
事

項
を
質
問
し
て
確
認
し
ま
す
。 

※
こ
れ
ま
で
同
様
、
必
要
な
人
か
ら
委
任
を
受
け

て
代
理
申
請
す
る
場
合
は
、「
委
任
状
」
が
必
要

で
す
。（
使
用
目
的
の
記
入
も
必
要
） 

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
申
請
か
ら
交
付
ま

で
１
〜
２
週
間
か
か
り
ま
す
。
交
付
の
手
数

料
は
５
０
０
円
で
す
。 
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有
留
め
ぐ
り
と
ア
ン
ケ
ー
ト
で
地

域
を
見
つ
め
直
す
と
、
い
つ
も
と

違
っ
た
視
点
で
地
域
が
見
え
て
き
た
。 

　
地
域
づ
く
り
プ
ラ
ン
は
、
有
留

地
域
の
み
ん
な
が
こ
の
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
い
ろ
い
ろ

な
取
り
組
み
が
詰
め
込
ま
れ
て
い

る
計
画
書
で
す
。
平
成
１６
年
か
ら

作
成
に
取
り
組
ん
で
き
て
、
今
年

度
で
い
よ
い
よ
完
成
し
ま
す
。
こ

の
プ
ラ
ン
作
り
の
情
報
を
集
め
る

た
め
、
平
成
１６
年
度
は
有
留
め
ぐ

り
を
、
平
成
１７
年
度
は
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
有
留
め
ぐ
り
は
、
地
域
内
に
あ

る
古
墳
や
ほ
こ
ら
、
神
社
、
お
墓
、

城
跡
、
鉱
山
跡
、
滝
な
ど
現
地
を

訪
れ
る
こ
と
で
見
つ
め
直
し
、
開

発
や
整
備
、
観
光
名
所
に
で
き
る

も
の
は
な
い
か
と
回
り
ま
し
た
。

延
べ
３
日
間
に
わ
た
り
、
３０
箇
所

以
上
を
訪
ね
ま
し
た
。
毎
回
、
子

ど
も
か
ら
７０
代
の
お
年
寄
り
ま
で
、

３０
人
か
ら
４０
人
の
地
域
の
皆
さ
ん

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

　
有
留
に
暮
ら
し
て
い
て
も
、
知

ら
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と
に
気
づ

い
た
と
い
う
役
員
の
皆
さ
ん
。
有

留
め
ぐ
り
に
参
加
し
た
檜
山
裕
子

さ
ん
は
「
今
だ
っ
た
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
地
域
に
ま
つ
わ
る
伝
説
を
ま

だ
知
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
そ

の
人
た
ち
が
い
る
う
ち
に
、
聞
い

て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
自
分
た
ち
が
知
ら
な
い
と

次
の
世
代
に
は
伝
え
ら
れ
ま
せ

ん
。」
と
話
し
、
史
跡
な
ど
は
史
実

に
基
づ
い
た
話
を
絡
め
て
み
ん
な

で
大
切
に
し
て
い
く
、
ま
た
場
合

に
よ
っ
て
は
看
板
の
設
置
な
ど
開

発
を
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ら

れ
た
そ
う
で
す
。 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
中
高
生
と
、
１８

歳
以
上
の
２
種
類
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
、
地
域

づ
く
り
に
関
す
る
も
の
で
す
。
１

世
帯
一
人
だ
と
、
意
見
が
か
た
よ

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
全
員
を

対
象
に
し
ま
し
た
。
５０
歳
以
上
の

人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
み
る

と
、
農
業
に
対
し
て
大
き
な
不
安

を
抱
え
て
い
る
方
が
１
番
多
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
２
番
が
老

後
の
こ
と
、
３
番
が
病
気
に
な
っ

た
と
き
の
こ
と
と
続
き
ま
し
た
。

ま
た
、
１８
歳
か
ら
４９
歳
の
方
で
は
、

子
ど
も
の
教
育
、
進
学
の
こ
と
が

１
位
の
不
安
要
素
と
な
り
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
今
年
度
は
地
域
の
現

状
を
も
う
少
し
詳
し
く
つ
か
も
う

と
、
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
や
、
空

き
家
が
何
軒
あ
る
か
と
い
っ
た
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
調

査
か
ら
出
て
き
た
資
料
を
使
っ
て

地
域
づ
く
り
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
あ

げ
、
１９
年
度
か
ら
は
い
よ
い
よ
行

動
に
移
し
て
い
き
ま
す
。
有
留
自

治
振
興
会
は
、
こ
れ
か
ら
更
に
活

動
を
充
実
さ
せ
て
ゆ
き
ま
す
。 

振
興
会
の
お
か
げ
で
地
域
内
の
各

団
体
の
連
携
が
密
に
な
る
。
知
名

度
を
上
げ
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の

課
題
。 

　「
振
興
会
が
で
き
た
と
い
っ
て
も
、

わ
し
ら
の
取
り
組
み
が
変
わ
る

こ
と
は
な
い
ん
よ
」
と
話
す
の
は

玉
井
久
洋
さ
ん
。
有
留
地
域
で
は
、

こ
れ
ま
で
青
壮
年
会
、
女
性
会
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

子
ど
も
会
な
ど
の
各
種
団
体
に

よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
地
域
行
事

が
盛
ん
に
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

振
興
会
の
発
足
以
後
も
、
各
種
団

体
が
開
催
す
る
行
事
は
、
継
続
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
振
興
会

の
役
員
の
多
く
が
、
各
団
体
の
メ

ン
バ
ー
。
動
く
人
間
は
同
じ
人
な

ん
よ
」
と
玉
井
さ
ん
。
振
興
会
は

後
ろ
か
ら
各
団
体
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
す
る
立
場
で
い
る
そ
う
で
す
。 

　
振
興
会
が
で
き
た
お
か
げ
で

各
団
体
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は

利
点
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

振
興
会
と
し
て
の
会
議
で
集
ま

る
機
会
が
増
え
た
た
め
、
団
体
同

士
の
結
び
付
き
が
強
ま
っ
た
こ

と
で
す
。
新
た
な
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
の
際
も

ス
ム
ー
ズ
に
運
営
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

　
役
員
の
皆
さ
ん
に
は
悩
み
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
振
興
会
が
地

域
に
浸
透
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
地
域
の
中
で
は
、
ま

だ
ま
だ
振
興
会
と
い
う
名
前
も

新
し
い
し
、
関
心
も
低
い
と
い
う

こ
と
が
役
員
の
皆
さ
ん
の
実
感

で
す
。
こ
れ
か
ら
振
興
会
で
発
行

　 

す
る
広
報
な
ど
で
振
興
会
の
名

前
や
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い

こ
う
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。 

振
興
会
の
役
割
は
、
地
域
の
安
全

安
心
の
確
保
。
集
ま
っ
て
話
し
合

い
を
重
ね
る
こ
と
で
解
決
方
法

を
探
し
て
い
く
。 

　「
車
に
乗
れ
な
い
し
、
バ
ス
が

走
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
高

齢
者
の
皆
さ
ん
は
、
日
々
の
買
い

物
や
、
病
院
を
ど
う
す
る
の
か
。

災
害
時
、
地
域
内
の
安
否
確
認
を

ど
の
よ
う
に
行
う
か
な
ど
、
地
域

が
抱
え
る
課
題
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
に
あ
る

問
題
に
対
し
て
、
考
え
る
き
っ
か

け
を
つ
く
る
こ
と
が
自
治
振
興

会
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
」
こ
う

話
す
の
は
、
望
月
桂
会
長
。
有
留

地
域
で
も
高
齢
化
が
進
み
、
子
ど

も
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
現

在
は
地
域
の
農
地
も
守
れ
て
い

ま
す
が
、
し
か
し
、
何
か
特
別
な

取
り
組
み
を
は
じ
め
な
い
と
、
現

在
の
よ
う
に
農
地
を
維
持
し
続

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

　
望
月
会
長
は
話
を
続
け
ま
す
。

「
５
年
後
、
１０
年
後
、
１５
年
後
の
地

域
の
こ
と
を
振
興
会
は
考
え
て
、

的
を
し
ぼ
り
な
が
ら
、
安
全
安
心

の
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
ム

ダ
も
多
い
は
ず
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
ム
ダ
も
必
要
な
こ
と
で
い

つ
か
生
き
て
く
る
と
き
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
は
他

の
振
興
会
と
競
争
す
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
徐
々
に
で
は
あ
り

ま
す
が
、
前
に
進
ん
で
い
ま
す
。

数
あ
る
課
題
も
、
み
ん
な
で
集
ま

っ
て
１
つ
ず
つ
話
す
こ
と
で
解

決
し
て
い
く
振
興
会
を
目
指
し

て
い
ま
す
」。
安
心
安
全
の
地
域

づ
く
り
で
生
活
の
土
台
を
つ
く

っ
て
、
史
跡
の
整
備
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
３
年
が
か
り
で
取
り
組
ん
で
き
た
振
興
会
活
動
の
指
針
と
な
る
「
地
域
づ
く

り
プ
ラ
ン
」
が
、
間
も
な
く
完
成
す
る
。
地
域
を
再
確
認
す
る
た
め
に
史
跡
や

名
勝
を
散
策
し
た
有
留
め
ぐ
り
。
有
留
で
暮
ら
す
み
ん
な
の
気
持
ち
を
知
ろ
う

と
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
。
こ
れ
ら
の
結
果
を
ま
と
め
込
ん
だ
こ
の
プ
ラ
ン
に
沿

っ
て
、
地
域
の
課
題
の
数
々
を
話
し
合
っ
て
１
つ
ず
つ
解
決
の
方
法
を
見
つ
け

て
い
く
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
と
い
う
土
台
の
上
で
、
史
跡
や
名
勝
の
掘

り
お
こ
し
と
再
発
見
な
ど
行
っ
て
、
地
域
を
高
め
て
い
く
。
い
つ
ま
で
も
魅
力

が
あ
り
、
子
や
孫
に
帰
っ
て
来
た
い
と
思
わ
せ
る
有
留
で
あ
る
た
め
に
。 

地域力。 
ＶＯＬ.１０ 有留自治振興会 

地域振興推進員　辻駒健二と尋ねる 地
域
内
の
各
団
体
間
の
絆
を
深
め
た
振
興
会
。 

　
　
　
　
　
地
域
を
見
つ
め
な
お
し
、 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
め
ざ
す
。 

　有留地域では、地域めぐり

とそのまとめ（ワークショッ

プ）、続いて地域プランの作

成と、振興会活動が着実に前

に進んでいると感じました。

地域活動、振興会活動という

と、どうも派手な活動に目が

行きがちですが、よそのご馳

走は良く見えるだけです。し

っかりと地域を見つめて、ど

ういった課題があって、どう

いう取り組みが必要なのかを

しっかりと話し合うことが大

切なのだと思います。 

　今は自治体が倒産するな

ど、地方自治だけではやって

いけない時代です。ますます、

自分たちの地域のことは自分

たちが行わなくてはいけなく

なります。危機感をもったら

自分さえ良ければ良いという

生き方はできません。地域の

みんなが助け合わなければな

りません。安芸高田市はどこ

も集落全体が家族のようなも

のです。それがこの地域のす

ばらしさで、今、自分が地域

の中で暮らしている、生かさ

れていると実感できるときな

のではないかと思います。み

んな、自分の暮らしている地

域が一番です。 

辻駒推進員の視点。 

　自分の 
　　　地域が 一番。 

２ ３ 

１ 

平成１８年４月１日現在 

有留自治振興会

人　口　　３１６人

世帯数　１１９世帯

有留自治振興会

人　口　　３１６人

世帯数　１１９世帯

有留自治振興会

人　口　　３１６人

世帯数　１１９世帯

有留自治振興会

人　口　　３１６人

世帯数　１１９世帯

１．有留自治振興会の役員の皆さんと、辻駒健二推進員。 

２．有留めぐりでは子どものころは山や田を走り回って、史跡などもよく知っていたが、長い年月で忘れ

ていたものもたくさんあった。 

３．歩いて回った後は、集会所に帰り、班に分かれてまとめを行った。ここは残したい、ここは危ないなど、

気がついたことを地図に落とした。 

４．有坂川にある「堂道の滝」。ドウドウと落ちる水音から連想して「堂道の滝」の名が付けられたという。

この滝の周辺整備を行ってはどうかとも有留めぐりで話し合った。 

４ 
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このコーナーは市内のいろいろ
な出来事を紹介するコーナー 
です。 
皆さんの身近な出来事を知らせ
てください。 

連絡先 
安芸高田市　企画課 
TEL ４２－５６１２ 

〒７３１－０５２１ 
安芸高田市吉田町常友１５６４－２ 

Eメール　info@akitakata.jp

ホット 
な 
話  題 

　１２月１７日（日）歴史講演会が開催され、市内外から１２０名が参

加しました。この講演会は（財）安芸高田市地域振興事業団が地域

の歴史や文化に関心をもってもらおうと毎年開催しているもので、

今回は講師に吉田町出身の小都隆氏を招き吉田郡山城跡をテーマ

に研究成果の講演と歴史民俗資料館の川尻学芸員による日本百名

城についての説明を受けました。 

　参加者は郷土の身近な史跡の全国的な価値を知ってさらに歴史

への関心を深めました。 

郡山城跡をテーマに学びました 
第14回歴史講演会 

　「学校教育に役立ててもらい勉学に励んでもらいたい」と、この

たび向原町の株式会社東京濾器大谷製作所から安芸高田市に学校

用品が寄贈されました。テントやストーブ、液晶プロジェクター

やカラーレーザープリンターなどが向原小学校と中学校に寄贈さ

れました。 

　１２月２６日（火）、市役所を訪れた（株）東京濾器大谷製作所の田

上武男専務取締役に、児玉市長はお礼の言葉を伝え、感謝状と神

楽の般若の飾り面を贈りました。 

学校教育に役立ててもらいたい　 
（株）東京濾器大谷製作所が市に学校用品を寄贈 

　新年を迎えた１月３日、高宮町の広島ニュージーラン

ド村において「第３１回新春高宮虹の家族村マラソン大会」

が開催されました。 

　１.５㎞の村内 1 周コースなどの各コースに、市内外

から総勢１２８名のランナーが参加し、爽やかな朝の空気

を貫いて健脚を競いました。 

128名のランナーが参加した 
第31回新春高宮虹の家族村マラソン大会 

　1月１０日（水）可愛小学校で、防犯訓練が行われました。この訓

練は「１１０番の日」を契機として防犯意識の高揚を目的に吉田警

察署が、可愛小学校・可愛地区振興会などの協力のもと行ったもの。 

　学校に不審者が侵入、職員を人質にとったとの想定で実施され

た訓練は、犯人役の警察官が職員室に侵入すると、先生たちが連

携し授業中の生徒たちを校庭に避難させる一方、警察に通報し、

駆けつけた警察官により犯人を取り押さえて無事終了しました。 

　訓練終了後、生徒たちは警察署員や先生たちから、１１０番通報

の大切さ、危険を防ぐための注意などを受けていました。 

110番通報の大切さを学びました 
「110番の日」に防犯訓練 

最高の結果を報告できました 
サンフレッチェ広島ユース優勝報告会 

　１２月１０日（日）に可愛地区振興会甲福支部では福原城跡の清掃

ならびに偽木の設置を行なわれました。この偽木の設置は今年度

の特色あるまちづくり事業として、可愛地区振興会で行われてい

るものです。元就生誕の伝説の地とされる福原城での取り組みから、

皆さんの地域財産へのほこりが感じられました。 

　同日、中馬支部では，中馬の史跡巡りが行われました。この地

区は横穴式古墳群に始まり、中世は元就にまつわるものなど歴史

遺産の多い地域です。地元の西岡霊晃さん、松川博さんにガイド

を依頼し、これまで知ることができなかった歴史遺産に触れ、参

加した約６０人は、新たな感動を得られていました。 

可愛地域振興会レポーター　末長量平 

可愛地区振興会各支部の取り組み 
福原城の整備と中馬の史跡めぐり 

　１２月１２日（火）、桜のほだ木にナメコ菌のコマを５.,０００本打ち込

む作業を行いました。地域のゲートボール場の周囲に植えられてい

た桜の木を伐採して撤去する必要性が生じ、振興会でナメコ栽培に

利用させてもらう話が持ち上がり、実施にいたりました。 

　早朝から作業道具を持ち寄り男女１５名が、ほだ木の運搬、玉切り、

穴あけ、コマの打ち込み、完成したほだ木の配置等一連の作業を午前

中で済ませました。リーダーの杉安義一さんの話によると、来秋から

少しずつ生え始め、再来年の秋から本格的に収穫ができるとのこと

でした。収穫の日を夢見ながら一同疲れを忘れて家路につきました。 

坂上地域振興会レポーター　京極　博 

再来年の秋の収穫に向けて 
坂上地域振興会ナメコのコマ打ち 

きょうごく　　ひろし 

　１月９日（火）ゆめタウン吉田店で、昨年１２月に開催されたＪユースサハラカップ

２００６第１４回Ｊリーグユース選手権大会で優勝の栄誉に輝いた、サンフレッチェ広島

ユースの優勝報告会が開催されました。選手たち２１名は森山監督とともに壇上に上がり、

大勢の買い物客や吉田高校生、市関係者と一緒に快挙を喜び合いました。 

　チームを代表して遊佐克美キャプテンが「大勢の皆さんの支えによって優勝するこ

とができました。がんばってきた結果が最後に出てよかったです」と感謝の気持ちを

込めてあいさつを行いました。 



４２年間の音楽指導で、約５００から６００人の生徒を教え
てきた。その教室となっていた部屋は、今は家族バンド
の練習場になっている。 

救
急
協
力
者
を
表
彰 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て 

全
国
の
不
適
正
な
訪
問 

　
　
　
　
な
ど
に
よ
る
販
売
事
例 

安
芸
高
田 

　消
防 

安芸高田市消防本部・安芸高田消防署 
TEL ４２－０９３１　FAX ４７－１１９１ 

ホームページ　http://www.akitakata.jp/119/

火　災 

救　急 

救　助 

その他 

安芸高田消防署 

12月 の出動件数 

※下段の（　）は 
　平成18年の累計 

３件 

１２２件 

１件 

３件 

（２７件） 

（１,３３２件） 

（３４件） 

（６２件） 

■
事
例
１
（
北
海
道
） 

　
オ
レ
ン
ジ
色
の
服
を
着
た
”準
公
務

員
“と
名
乗
る
者
が
販
売
に
来
て「
今
設

置
す
る
と
９
’０
０
０
円
、
明
日
だ
と

１
万
２
’０
０
０
円
に
な
る
。
全
て
の

部
屋
に
設
置
義
務
が
あ
る
。」
と
言
っ

て
急
い
で
契
約
を
せ
ま
っ
た
。 

■
事
例
２
（
神
奈
川
県
） 

　「
既
存
住
宅
に
も
す
ぐ
に
設
置
が
必

要
で
、
設
置
し
な
い
と
法
律
で
罰
せ
ら

れ
る
。」
な
ど
執
拗
に
勧
誘
し
て
き
た

の
で
警
察
に
通
報
す
る
と
言
っ
た
と
こ

ろ
早
々
に
立
ち
去
っ
た
。 

森田署長（写真右）から表彰される 
田中勝也さん（写真左） 

　４２年続けてきた音楽教室に昨年５月でピリオドをうった、高宮町の住吉美慧

子さん。この教室で使ってきたピアノ・エレクトーンや電子ピアノ、リズム楽器

などを、このたび「役立ててもらえたら」と、市に寄贈されました。全部で１０台

の楽器が、市内の２中学校、６小学校、１幼稚園へと運ばれていきました。 

　楽器が届いた学校からは、子どもたちの喜びの声をまとめた手紙が届きました。

中にはエレクトーンの前で楽しそうに写った子どもたちの写真、全児童からの

感謝の手紙が製本されたものもあったそうです。その手紙を見つめては「古いも

のだけど使ってもらい、喜んでもらえて本当に良かった」と目を細めていました。 

　現在も音楽は続けている美慧子さん。家族のみんなでバンドを組んでどこか

のステージに出場するのが目標なのだそうです。 

ピアノ・エレクトーンなどを 
　　　　　　　　小中学校や幼稚園へ寄贈 

住吉美慧子さん（高宮町） 
すみよし  み  え  こ 

　第５９回広島県児童生徒書道展覧会において、高等学校の部で吉田高等学校が、小学校の

部で美土里小学校が１・２・3位に続く学校賞である奨励賞を受賞しました。吉田高校学校は

7年連続７回目、美土里小学校では昨年に続く２度目の受賞となります。 

　この展覧会に広島県内の小中高校から約６,２００点の応募がありました。吉田高等学校は

書道部１５名と授業を選択している生徒の作品７０点を、美土里小学校からも３年生から６年

生の希望者の作品４２点を応募しました。美土里小学校では、美土里町北の菅野康男さんを

外部講師として招聘するなど、開校以来、習字の指導に力を入れています。それぞれの学校

全体として優れた作品が多かったこと、学校として積極的にこの展覧会に取り組まれたこと

などが評価されて、受賞につながりました。また、個人の入賞者は次のとおり。 

【特別賞】　■広島県教育委員会賞　　　萩原　麻由さん（吉田高1年） 

　　　　　■呉市教育委員会賞　　　　中島　翔平さん（吉田高1年） 

　　　　　■安芸高田市長賞　　　　　大谷　有璃さん（吉田高2年） 

　　　　　■安芸高田市議会議長賞　　横川　雄一さん（吉田高2年） 

　　　　　■テレビ新広島賞　　　　　国広　依利さん（吉田高3年） 

【奨励賞】　■小学校5年の部　　　　　山際　納月さん（美土里小5年） 

第５９回広島県児童生徒書道展で、吉田高等学校と 
　　　　　　　　美土里小学校が学校の部で奨励賞 

吉田歴史民俗資料館絵画コンクール「文化財をえがこう」入賞者 

入選者33名の作品展示を次の3会場で開催します。ぜひご

覧ください。 

■高宮田園パラッツォ　1月26日～2月12日 

■吉田郵便局　　　　　2月14日～2月26日　 

■八千代の丘美術館　　2月28日～3月  8日　 

「文化財をえがこう」入選者作品巡回展示 

人 輝く。 

16

市民のコーナー 人 輝く。 
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平
成
１８
年
１１
月
１８
日
、
午
後
３
時
３０
分

ご
ろ
、
山
口
県
岩
国
市
の
田
中
勝
也
さ
ん

が
安
芸
高
田
市
内
の
露
天
風
呂
の
湯
船
に

沈
ん
で
い
た
８５
歳
の
男
性
を
発
見
、
直
ち

に
引
き
揚
げ
心
肺
蘇
生
を
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
救
急
隊
が
現
場
到
着
時
に
は
、
男
性

は
呼
び
か
け
に
返
事
が
で
き
る
ま
で
に
回

復
し
て
い
ま
し
た
。
適
切
な
救
命
処
置
に

よ
り
後
遺
症
も
な
く
日
常
生
活
を
し
て
お

ら
れ
ま
す
。 

　
安
芸
高
田
消
防
署
で
は
、
そ
の
功
績
に

対
し
て
、
さ
る
１２
月
３
日
、
田
中
勝
也
さ

ん
を
署
長
表
彰
し
ま
し
た
。 

　
住
宅
火
災
か
ら
死
者
を
減
ら
す
た
め
に

消
防
法
で
一
般
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
現
在
、
新
築
の
住
宅
で
は
新
築
時
に
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
既
存
の
住

宅
に
あ
っ
て
は
平
成
２３
年
５
月
３１
日
ま
で

に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

全
国
の
住
宅
用
火
災
警
報
器 

　
　
　
　
　
　
に
よ
る
奏
功
事
例 

不
適
正
な
訪
問
販
売
で
被
害
に 

　
　
遭
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト 

〇
消
防
職
員
は
販
売
し
ま
せ
ん
。 

〇
自
分
の
家
は
ど
こ
に
設
置
が
必
要
か
あ

ら
か
じ
め
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

〇
点
検
は
個
人
で
容
易
に
で
き
、
点
検
業

者
に
依
頼
し
な
け
れ
ば
で
き
な
い
作
業

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

〇
口
車
に
乗
せ
ら
れ
て
即
決
・
契
約
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

〇
罰
金
と
い
う
言
葉
に
お
び
え
て
動
揺
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。（
罰
則
は
あ
り
ま

せ
ん
） 

平
成
18
年
中
の
火
災
・
救
急
件
数 

　
安
芸
高
田
市
の
火
災
・
救
急
出
場
件
数

を
ま
と
め
ま
し
た
。 

※（
　
）内
の
件
数
は
平
成
１７
年
中
の
件
数

等
で
す
。 

■
火
災
件
数
　
２７
件
（
３３
件
） 

【
火
災
種
別
】 

　
▼
建
　
物
　
１０
件
（
９
件
） 

　
▼
林
　
野
　
３
件
（
４
件
） 

　
▼
車
　
両
　
４
件
（
２
件
） 

　
▼
そ
の
他
　
１０
件
（
１８
件
） 

【
死
者
】 

　
▼
死
者
　
　
１
人
（
２
人
） 

【
負
傷
者
】 

　
▼
負
傷
者
　
５
人
（
２
人
） 

【
出
火
原
因
】 

　
１
位
　
放
火
の
疑
い
（
火
入
れ
） 

　
２
位
　
火
入
れ
（
た
ば
こ
）　 

　
３
位
　
た
ば
こ
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど 

　
　
　
　（
火
遊
び
・
コ
ン
ロ
）　 

【
損
害
額
】
５
’２
６
１
万
円 

　
　
　
　
　（
６
’３
７
２
万
円
） 

■
救
急
出
場
件
数
　
１
’３
３
２
件 

　
　
　
　
　
　
　
　（
１
’４
８
７
件
） 

【
救
急
種
別
】 

　
▼
急
病
　
　  

７
４
１
件（
８
１
１
件
） 

　
▼
交
通
事
故  

１
２
７
件（
１
８
０
件
） 

　
▼
一
般
負
傷  

１
５
４
件（
１
５
７
件
） 

　
▼
そ
の
他
　  

３
１
０
件（
３
３
９
件
） 

■
事
例
１
（
京
都
府
） 

　
就
寝
前
に
煙
草
を
吸
い
、
確
実
に
消

火
せ
ず
就
寝
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
座

布
団
に
落
下
し
た
煙

草
に
よ
り
燻
焼
し
、

４
時
間
半
後
に
警
報

音
と
熱
気
で
火
災
に

気
付
き
水
を
か
け
て

消
火
し
た
。 

■
事
例
２
（
新
潟
県
） 

　
夕
食
準
備
の
た
め
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
に

天
ぷ
ら
鍋
を
か
け
た
状
態
で
そ
の
場
を

離
れ
、
庭
の
掃
除
を
し
て
い
る
と
、
し

ば
ら
く
し
て
警
報
音
が
連
続
し
て
聞
こ

え
て
く
る
の
で
台
所
へ

駆
け
つ
け
る
と
、
天
ぷ

ら
鍋
上
に
炎
が
約
１

メ
ー
ト
ル
立
ち
上
が
っ

て
お
り
、
す
ぐ
に
毛
布

を
被
せ
消
火
し
た
。 

■議会議長賞　　師岡亜加音さん（郷野小5年） 

■教育長賞　　　満越　彩花さん（甲立小4年） 

■資料館長賞　　塚廣　杏樹さん（郷野小4年） 

■文化財保護審議会長賞　竹内　義貴さん（小田東小4年） 

■優秀賞　山根　知樹さん（吉田小6年）、波多野　奈美さん（吉田小

5年）、岡村　春花さん（可愛小4年）、武田　貴慧さん（川根小4年）、

喜連川　朱音さん（甲立小4年）、藤原　愛果さん（甲立小4年）、倉

井　愛美さん（小田東小6年）、紀川　夏奈子さん（向原小4年） 

■準優秀賞　澁川　健さん（可愛小6年）、二山　愛理さん（可愛

小6年）、三木　直人さん（可愛小6年）、横山　伸さん（可愛小

6年）、京極　歩実さん（刈田小6年）、二山　裕輝さん（刈田小

５年）、松本　純枝さん（根野小6年）、綿木　弥夕さん（根野

小6年）、江　　可音さん（根野小５年）、小東　香菜さん（根

野小４年）、 下市　直輝さん（根野小４年）、田中　克美さん（美

土里小４年）、上杉　周平さん（来原小6年）、高野　司さん（来

原小５年） 、山本　杏奈さん（甲立小５年）、国司　奈緒さん（小

田小6年）、木坂　早希さん（小田小6年）、中尾　洋介さん（小

田小５年）、小田　香さん（小田東小５年）、有政　俊助さん（向

原小４年） 

■市長賞　　　　津村　康平さん（甲立小6年） 

 

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱 

人
権
推
進
課
　
℡
42
│

１
１
２
６ 

　
平
成
19
年
１
月
１
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
　

古
屋
田
　
武
さ
ん
（
八
千
代
町
） 
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月日・受付時間 

1歳６か月児健康診査 
平成17年５月～６月生まれの
吉田町・八千代町在住の方 

３歳児健康診査 
平成15年８月～９月生まれの
吉田町・八千代町在住の方 

乳児健康診査 
平成１８年2月～4月生まれの
美土里町・高宮町在住の方 

対　　　象 会　　　場 

会　　　場 月日・受付時間 相談会名 

（吉田） 
ふれあいセンター
いきいきの里 

（高宮） 
基幹集落センター 

※４か月児・２歳
６か月児相談
の対象者には
個人通知しま
す。 
 
対象：４か月児
相談は平成１８
年１０月生ま
れ。２歳６か
月児相談は平
成１６年 8 月
生まれ。 
 
※歯ブラシをご
持参ください。 

お　知　ら　せ 

健診内容は診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般における 
個別相談。 
※対象者には個人通知します。 

※育児相談はどこの会場を利用されても結構です。 
　お気軽にご参加ください。 

問い合わせ　保健医療課　℡42－5619

2月16日（金） 
１０：００～１１：３０ 
１３：００～１４：３０ 

2月5日（月） 
９：３０～１１：３０ 

（向原） 
保健センター 

（甲田）　ふれあい 
センターこうだ 

（美土里） 
山村開発センター 

（吉田） 
ふれあいセンター
いきいきの里 

2月6日（火） 
１０：００～１１：３０ 

健康診査 

育児相談・4か月児相談・２歳６か月児相談 

２月６日（火） 
９：００～１１：００ 

２月７日（水） 
９：００～１１：００ 

２月１３日（火） 
１０：００～１２：００ 

２月７日（水） 
１０：００～１１：３０ 

２月１３日（火） 
９：００～１１：００ 

２月１４日（水） 
１０：００～１１：３０ 

２月２１日（水） 
１０：００～１１：３０ 

２月１５日（木） 
９：３０～１１：３０ 

２月２６日（月） 
９：３０～１１：００ 

※子育てに関する悩み、相談も応じています。お気軽にお話くだ 
　さい。 
※上記保育所（園）以外は、随時、園庭開放を行っておりますが 
　行事の都合等がありますので保育所（園）にお問い合わせく 
　ださい。 

　子どもたちは友だちと遊んだり、お母さんと遊んだりと楽 

しい時間が過ごせます。そのかたわらで、お母さんたちは育 

児の悩みなど情報交換もできます。 

■持ってくるもの　お茶・着替え・タオル 

子育て支援 

保育所（園）名 日　　時 内　　　容 

かわね保育園 
℡５８－０２５９ 

小田東保育所 
℡４５－２１１８ 

甲立保育所 
℡４５－２１９９ 

くるはら保育園 
℡５７－１６３３ 

小原保育所 
℡４５－２６５３ 

じゅんじゅん先生と

遊ぼう 

園　庭　開　放 

２月２８日（水） 
９：３０～１１：３０ 

２月　日時未定 

２月２７日（火） 
１０：００～１２：００ 

向原こばと園 
℡４６－２０１８ 

吉田保育所 
℡４２－０６６２ 

吉田保育所 
℡４２－０６６２ 

吉田保育所 
℡４２－０６６２ 

吉田幼稚園 
℡４２－２７８８ 

入江保育園 
℡４３－１０１１ 

ふなさ保育園 
℡５７－０００７ 

園　庭　開　放 

人 形 劇 

絵本の読み聞かせ 

園　庭　開　放 

人 形 劇 

園　庭　開　放 

人 形 劇 

園　庭　開　放 

２月１５日（木） 
１０：００～１１：３０ 

園　庭　開　放 

園　庭　開　放 

2月8日（木） 

13：00～13：15

2月1日（木） 

13：00～13：15

2月15日（木） 

13：00～13：15

2月22日（木） 

13：00～13：15

（吉田） 
ふれあいセンター 
いきいきの里 

（八千代） 

人権福祉センター 

（高宮） 

基幹集落センター 

３歳児健康診査 
平成15年７月～９月生まれの
甲田・向原在住の方 

（甲田） 
ふれあいセンター 

こうだ 

●育児相談 

●育児相談 
●４か月児相談 
●２歳６か月児 
相談 

●４か月児相談 
●２歳６か月児 
相談 

●育児相談 
●４か月児相談 
●２歳６か月児 
相談 

げんきな親子 
子育て中のみなさんを応援するコーナー。
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。 

田園パラッツォ 
おはなし広場 

劇団風の子中四国　公演 

くるり 

■と　き　2月24日（土） 

　　　　　午前10時30分～ 

■ところ　田園パラッツォ 

　　　　　大交流室 

■対　象　幼児・園児と保護者 
 
 

　「田園パラッツォ図書館おはなし

タイム」拡大版。年に1度のお楽し

み行事です。ぜひおこしください。 

■問い合わせ 

　田園パラッツォ図書館 

　℡５７－１８０３ 

　みなさんは円型の舞台をぐるっ

と囲んで、座ります。 

くるーりくるくる、まわってみ

たら　ふしぎなせかいがみえて

くる！いろんなものがくるり！

と変身したり、ころがったり。 

　くるりを合言葉に、いろんな出

会いを探します。 

会　　　場 月日・受付時間 

〔子育て相談会〕　　　　※個別相談で、予約が必要です。 

相　談　員 

児童福祉司 
心理判定員 

要予約（予約先：子
ども家庭センター
〈℡082-254-0381〉 
もしくは保健医療課） 

2月7日（水） 
１３：００～１５：００ 

（吉田） 
吉田人権会館 

要予約（予約先： 
保健医療課） 

心理判定員 
（子育て相談員） 

お　知　ら　せ 

2月19日（月） 
１０：３０～１５：００ 

3月7日（水） 
１３：００～１５：００ 

（八千代） 
人権福祉センター 

（吉田） 
ふれあいセンター 
いきいきの里 

要予約（予約先： 
保健医療課） 

心理判定員 
（子育て相談員） 

2月28日（水） 
１０：００～１１：３０ 

2月21日（水） 
１０：００～１１：３０ 

2月2日（金） 
１０：００～１１：３０ 
１３：００～１４：３０ 

会　　　場 月日・時間 対象月齢・内容 

（吉田） 
ふれあいセンター 
いきいきの里 

（高宮） 
基幹集落センター 2/20 ～ 2/23

2/6 ～ 2/9

申込み期間 

エプロン・歯ブラシを
ご持参ください。 
要予約 
（予約先：保健医療課） 

要予約 
（予約先：保健医療課） 

お　知　ら　せ 

2月27日（火） 
１３：３０～１５：００ 

2月13日（火） 
１３：３０～１５：００ 

乳幼児健康教室 

乳児（３か月～８か月児） 
～らくらく離乳食～ 
・月齢に応じた離乳食 
・お口のケア 

幼児（１歳４か月以上） 
～食べて歯っぴい～ 
・おやつと水分補給 
・お口のケア 

みどりの森保育所 
℡５４－０８８０ 

トイレ・トレーニングを始める前に トイレ・トレーニングを始める前に 

食べて歯っぴい～ 
お口の発達にあわせた離乳食の進め方とお口のケアをテーマに乳幼児教室を開催しています。 

「～らくらく離乳食～教室」より─離乳食・初期（ゴックン期） 

　おしっこは腎臓でつくられ、ある程度膀胱にたまると「おしっこが

たまった」という情報が脳に伝えられます。脳はその情報を受け「お

しっこをしたいな」と感じ、そこで「おしっこを出していいよ」とい

う司令を出します。その司令が膀胱に伝わると、おしっこが出るとい

うわけです。 

おしっこの出るしくみについて 

　このような生理的機能は発達段階によって変わってきます。その機

能に応じた「しつけ」がトイレ　トレーニングです。 

働きは月齢とともに発達します 

　脳の発達が十分でないため、膀胱がいっぱいになっても尿意を感じ

ることはできません。おしりのスキンケアに気を配り、やさしく声か

けしながらおむつをかえてあげましょう。 

０～６か月ころは 

　膀胱におしっこをある程度ためておけるようになります。おしっこ

が出ると、ぬれて不快を感じて泣くようになりますが、おむつを換え

てほしいというサインですので、受け止めてあげましょう。 

６～１０か月ころは 

　よちよち歩きができるようになると。脳が発達してきて、おしっこ

がたまる感じが少しずつわかるようになってきます。また、単語が話

せたり、大人の言葉をある程度理解できるようになります。歩けて話

せるようになったということは、トイレ・トレーニングを始めるため

の大切な時期になります。 

１０か月から１歳６か月ころは 

　膀胱もかなり大きくなってきて、おしっこの間隔があいてきます。

そして、おしっこがたまったという感じも徐々に分かるようになります。

また、じょうずに歩き、言葉も話せるようになり、おしっこの間隔が

あいてきたら、トイレ・トレーニングの準備が整ったといえます。 

　トレーニングといっても、決して訓練ではありません。早くトレー

ニングを始めたからといって、早くおむつが取れるとは限りません。

トレーニングを始める時期は、子どもによって個人差がありますので、

あくまでも一人ひとりの発達に応じて勧めていきましょう。 

１歳６か月～２歳のころは 

日時が決まり次第、園等に 
ポスターを掲示します。 

　５～６か月ころの赤ちゃんは、口に入ってきた食べ物を口を閉じて、舌を上あごに押

しつけながら前から後ろに送り、ゴックンと飲み込む動きを覚えていきます。（お口の発達） 

２月１０日（土）１１：００～ 

八千代図書館［おはなし会］ 

八千代人権福祉センター 

２月１５日（木）１０：３０～ 

吉田図書館［おはなし会］ 

　吉田公民館２階 

図書館での　　　　 
おはなし会 

園　庭　開　放 

（八千代） 
保健センター 

2月14日（水） 
１０：００～１１：３０ 

■与え方の注意 

■離乳食のふやし方のめやす（はじめての食品は１さじからはじめましょう） 

【つぶしがゆ】 

　スプーンの上の食べ物を上あご、上唇に
無理やりつけないで、なるべく口の入り口
近くに食べ物を与え、奥に押し込まない。 

月齢に応じた「離乳食の教室」
を開催しています。 
詳しくは保健医療課 
℡42－5619へお尋ねください。 

☆離乳食１週目は、お米の味を覚えるため、10
倍がゆをすりつぶしたヨーグルト状の物から始
めましょう。 

①米１：水10～
15を1時間く
らい浸し 

②火にかけ、沸騰し
たら弱火で30～
40分煮る 

③スプーンやす
りこぎでよく
つぶす 

つぶし 
が　ゆ 

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目 8日目 9日目 10日目 

い　も 
やさい 

卵　黄 
とうふ 
白身魚 

入場無料 

つみき講座「つみきの会」 
ナマにふれる文化事業実行委員会 
（吉田教育分室）　　℡42 －2411

■と　き　3月7日（水） 

　　　　　10：00～12：00 

■ところ　吉田運動公園　創作室 

■対　象　参加対象は、0歳～未

　　　　　就園児 

■内　容　親子の積木あそび 

■参加費　１家族２００円 
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健 康　いい カラダ 
栄  養  食のさんぽ道 

安芸高田市食生活改善推進協議会 

健康あれこれ 

　自らの健康管理のため1年に1回は健康診査を受けましょう。 

■期間　4月～12月（実施日は、申し込み時にご確認ください。） 

■場所　ＪＡ吉田健康管理センター（吉田総合病院内） 

■対象　安芸高田市に住民票のある方 

■料金　男女とも20,000円（国民健康保険被保険者の方は12,000円） 

　※女性検診（乳がん・子宮がん）希望者は、1,050円追加。 

■申込方法　ＪＡ吉田健康管理センターへ直接電話で申し込んでくだ

さい。申し込み先電話番号：42 －5385 

■申込期間　2月13日（火）～4月20日（金） 

　正午から午後4時30分まで（土・日曜日・祝日除く） 

※なお、総合健診は支所ごとに6月～7月の実施を予定しています。 

■
子
ど
も
を
産
ん
だ
と
き
… 

出
産
育
児
一
時
金 

　
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
は
、
出
産

育
児
一
時
金
と
し
て
、
３５
万
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
妊
娠
１２
週
（
８５
日
）
以
降
で
あ

れ
ば
、
死
産
・
流
産
で
も
支
給
さ
れ
ま
す
。 

※
た
だ
し
、
出
産
す
る
方
の
国
民
健
康
保

険
の
加
入
が
、
出
産
す
る
日
の
前
の
６

か
月
以
内
の
場
合
で
、
他
の
健
康
保
険

（
本
人
）
の
加
入
期
間
が
１
年
以
上
あ

っ
た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
出

産
育
児
一
時
金
は
支
給
さ
れ
ず
、
他
の

健
康
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。 

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】 

・
保
険
証 

・
印
か
ん 

・
母
子
健
康
手
帳 

・
死
産
・
流
産
の
場
合
は
医
師
の
証
明
書 

・
振
込
先
口
座
が
わ
か
る
も
の 

（注）
出
産
の
翌
日
か
ら
２
年
を
過
ぎ
る
と
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。 

事
前
の
申
請
も
で
き
ま
す 

　
出
産
育
児
一
時
金
は
図
の
よ
う
に
、
事

前
の
申
請
で
出
産
時
に
３５
万
ま
で
の
費
用

を
支
払
わ
ず
に
済
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

※
事
前
申
請
に
は
、
病
院
の
支
払
に
関
す

る
承
諾
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

事
前
の
申
請
が
な
い
場
合
は
、
今
ま
で

ど
お
り
の
支
給
と
な
り
ま
す
。 

国
民
健
康
保
険（
国
保
）で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス 
国  保  

■と　き　２月１９日（月）例会 

　　　　　午後７時～９時 

■ところ　吉田人権会館 

※詳しい内容は、お問い合わせください。 

断酒会 
広島断酒ふたば会 

　　中村忠　℡４３－１６０５ 

 

　老人保健の医療受給者証を

持っておられる方には、健康

手帳も一緒に交付しています。 

　この健康手帳は、健康診査や歯の健康観

察など健康の記録を記入して、自分の健康

管理に役立てるほか、県内の公共施設で老

人保健の医療受給者証と一緒に提示すると、

利用料金が減免されることがあります。 

　なお、６５歳以上の方で、老人保健の医療

受給者証がなくても健康手帳を提示すると

利用できる施設もあります。詳しくはそれ

ぞれの施設にお問合せください。 

　健康手帳が必要な方、または持っていた

がなくされた方や、汚損された方は市役所

保健医療課または、各支所市民生活課で交

付します。 

１日人間ドック検診の 
　　　　　　受付が始まります。 

保健医療課　℡４２－５６１９ 

 

　最近高齢者の方で栄養が偏っている人が多いと、よく耳に

します。私たちヘルスメイトで、できることはないかと考え

ていたところ高齢者料理教室を開催してほしいとの依頼があり、

社会福祉協議会と保健医療課との協力で地域に出向いて開催

しています。 

　高齢化率が高くなっている現在、地域が手と手を取り合い、

知恵を出し合って、毎日を暮らしていく必要があるだろうと

思います。そして参加された方から「今日は来てよかったのう、

また呼んでえや」、「これくらいのことなら作れるのう」との

声がありました。栄養士さんから「元気で過ごすための食事」

の話も聞かれ、有意義な一日を過ごされたのではないかと感

じました。 

　実習メニューの１品を紹介します。 

高齢者料理教室を実施して高齢者料理教室を実施して高齢者料理教室を実施して

 

 

一　般 

退　職 

老　人 

安芸高田市 

21,879円 

27,729円 

58,086円 

県 平 均 

17,939円 

29,853円 

66,451円 

（１人あたりの費用額） 

平成１８年６月診療分 

げ
ん
き
の
み
な
も
と 

え
い
よ
う
　
今
昔 

え
い
よ
う
　
今
昔 

スキムミルクムニエル（2人分）スキムミルクを衣に使ったお魚料理 
 

　
日
本
人
の
食
事
は
、
炭
水
化
物
・
脂
質
・
た
ん

ぱ
く
質
の
三
大
栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
し

て
い
ま
し
た
が
、
近
年
、
脂
質
の
割
合
が
増
加
し

続
け
、
穀
類
な
ど
の
炭
水
化
物
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
食
事
は
、
つ
い
「
お
腹
を
満
た
す
」
食
生

活
に
な
り
が
ち
で
す
。
お
か
ず
は
野
菜
の
量
が
減
り
、

魚
や
大
豆
は
肉
へ
。
そ
の
結
果
、
生
活
習
慣
病
が

子
ど
も
に
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
が
社
会
に
出
た
と
き
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
食
事
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
幼
児
期
の

食
経
験
に
左
右
さ
れ
ま
す
。
外
食
弁
当
を
利
用
し

た
と
き
は
不
足
し
が
ち
な
食
品
を
選
ぶ
な
ど
、「
頭

で
食
べ
る
」
こ
と
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
健
康
的
な
食
習
慣
を
少
し
ず
つ
身
に
つ

け
て
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

　
で
も
、
現
状
で
は
こ
ん
な
食
も
み
ら
れ
ま
す
。 

あ
な
た
は
、ど
ん
な
食
？ 

個
食:

自
分
（
個
人
）
の
好
き
な
も
の
を
各
々
が
食

べ
る
こ
と  

固
食:

固
定
し
て
、自
分
の
好
き
な
も
の
し
か
食
べ

な
い
こ
と 

小
食:

食
べ
る
量
が
少
な
い
こ
と 

粉
食:

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー
や
パ
ン
な
ど
、粉
を
使
っ

た
主
食
を
好
ん
で
食
べ
る
こ
と 

濃
食:

塩
や
し
ょ
う
ゆ
な
ど
非
常
に
味
の
濃
い
食

事
を
好
ん
で
食
べ
る
こ
と 

　
も
う
一
度
、
自
分
と
家
族
の
食
生
活
を
見
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
。 

※
食
生
活
の
ご
相
談
は
保
健
医
療
課
栄
養
士
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
亡
く
な
っ
た
と
き
… 

葬
祭
費 

　
被
保
険
者
の
方
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
、

葬
祭
を
行
っ
た
方（
喪
主
）に
葬
祭
費
と
し

て
７
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】 

・
保
険
証 

・
印
か
ん 

・
死
亡
証
明
書
の
写
し（
死
亡
届
を
他
市

で
提
出
し
た
場
合
） 

・
振
込
先
口
座
が
わ
か
る
も
の 

（注）
葬
儀
を
し
た
日
の
翌
日
か
ら
２
年
を
過

ぎ
る
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。 

　
国
民
健
康
保
険
・
老
人
保
健
の
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
保
健
医
療
課（
☎
４２
―
５
６
１
９
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

病　院 

■例えば出産費用が４０万円かかったとき、 

今まで
 

①出産費用 
　（４０万円） 
　を支払い 

③出産育児 
　一時金の支給 
　（３５万円） 

②出産育児 
　一時金の 
　支給申請 

市役所 病　院 

平成１８
年１０月１

日から 

②３５万を超える 
　費用（５万円） 
　の支払い 

①事前に出産育児 
　一時金の申請 

③３５万円の支払い 

市役所 

■材料　 

●鮭…………………………………２切れ 

●塩・こしょう………………………少々 

●スキムミルク…………大さじ2と1/2 

●油………………………大1と1/2さじ 

●水……………………………………適量 

●マヨネーズ・ヨーグルト…各小さじ２ 

■作り方 

１．鮭は水気をふき、塩・こしょう・ 
　 スキムミルクをまぶす。 

２．フライパンに油を熱し、鮭を焼く。 
　 途中で水を加えてフタをし、蒸し 
　 焼きにする。 

３．火が通ったら、フタをとって衣を 
　 パリッと焼く。 

健康手帳 
【老人保健で 
　　受けられるサービス】 

　こんなに科学が進歩しても人工的に造れないもの、

それは「血液」。特に冬は、風邪などで体調をくずす

人が多く、献血者が減少しがち。 ほんの少しの勇気

と大きな思いやりが、だれかの生きるチカラにつながります。  

＜献血場所・日時＞ 

2月19日（月）午前９時30分～11時 

　　　　　　 午後0時15分～3時30分　　向原保健センター 

2月27日（火）午前９時30分～11時15分　八千代人権福祉センター 

　　　　　　 午後１時～３時30分　　　　八千代病院 

より安全な血液供給のため、４００m l 献血のみご協力をお願いします。 

献　血 

こ
し
ょ
く 

こ
し
ょ
く 

こ
し
ょ
く 

こ
し
ょ
く 

こ
し
ょ
く 
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あきたかたトピックス 

市 政 の 動 き 

玉串を捧げる児玉市長 

滞

納

整

理 

平
成
１７
年
度 

滞
納
整
理
対
策
本
部
の
取
り
組
み 

９
１
４
９
万
８，
０
０
０
円
の 

滞
納
を
徴
収
し
ま
し
た 

　
平
成
１７
年
度
、
設
置
し
て
２
年
目
と
な

る
滞
納
整
理
対
策
本
部
は
、
各
部
各
課
で

作
成
し
た
「
債
権
確
保
実
施
基
準
」
を
も

と
に
、
徴
収
事
務
の
確
立
を
図
る
取
り
組

み
を
引
き
続
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

債
権
担
当
課
一
同
が
行
っ
て
い
る
「
集
中

徴
収
強
化
月
間
」
を
昨
年
度
よ
り
１
回
増

や
し
、
５
月
、
７
月
、
１１
月
、
３
月
と
し

ま
し
た
。 

　
滞
納
整
理
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
は
、
①
納
期
忘
れ
な
ど
悪
意
の
な
い
滞

納
に
は
、
そ
の
都
度
、
電
話
や
戸
別
訪
問

を
通
じ
て
催
告
を
行
い
、
納
期
を
厳
守
し

た
納
付
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
②
失
業
・

病
気
・
事
業
不
振
・
倒
産
な
ど
、
自
分
だ

け
の
責
任
で
な
い
理
由
に
よ
る
滞
納
に
は
、

分
割
納
付
・
法
令
に
よ
る
執
行
停
止
・
納

税
の
猶
予
な
ど
で
対
応
し
ま
し
た
。
③
納

付
意
思
の
な
い
悪
質
な
滞
納
者
に
は
差
押

な
ど
の
法
的
措
置
の
執
行
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
は
滞
納
総
額
６
億
９
’０
７
６

万
５
’０
０
０
円
の
内
９
’１
４
９
万
８
’

０
０
０
円
を
徴
収
し
ま
し
た
。 

　
法
的
措
置
な
ど
の
実
施
結
果
と
し
て
は
、

税
で
は
、
差
押
予
告
１
５
８
件
、
差
押
２１

件
、
交
付
要
求
４０
件
、
国
保
被
保
険
者
証

発
行
停
止（
資
格
者
証
発
行
）５７
件
、
短
期

被
保
険
者
証
発
行
８９
件
。
水
道
で
は
、
給

水
停
止
予
告
４
７
５
件
、
給
水
停
止
１
０

３
件
。
こ
の
ほ
か
、
入
札
参
加
資
格
の
認

定
、
市
営
住
宅
の
入
居
の
可
否
、
生
ゴ
ミ

処
理
機
補
助
金
交
付
の
可
否
な
ど
を
審
査

の
対
象
と
し
ま
し
た
。 

　
平
成
１８
年
度
は
、
引
き
続
き
徴
収
強
化

を
図
る
こ
と
と
し
、
特
に
法
的
措
置
の
執

行
強
化
、
ま
た
、
税
で
は
自
動
車
の
差
し

押
さ
え
が
行
え
る
よ
う
、
１０
月
に
「
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
制
度
」
の
導
入
を
行
い
ま
し
た
。 

 

平
成
１９
年
か
ら
市
税
延
滞
金
の
割
合
が
変

更
さ
れ
ま
し
た 

　
１
月
か
ら
、
市
税
の
延
滞
金(

納
期
限

の
翌
日
か
ら
１
か
月
間
に
か
か
る
部
分)

の
割
合
が
年
４.１
％
か
ら
年
４.４
％
に
変
わ

り
ま
し
た
。 

　
な
お
、
延
滞
金
の
う
ち
１
か
月
を
経
過

し
た
日
以
後
の
割
合
は
、
年
１４･

６
％
で

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
引
き
続
き
納
期
限
内
自
主
納
付
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

救　　　急 

安芸高田消防署 
北部分駐所の改修工事が 
はじまりました。 

催
し
物 ■市役所本庁 

℡.42-2111㈹ 
（総務部、市民部、 
福祉保健部） 

■市役所第1分庁舎 
℡.42-5612 
（自治振興部） 
℡.47-4022 
（産業振興部） 

■市役所第2分庁舎 
℡.47-1201㈹ 
（建設部） 

■市役所第3分庁舎 
℡.42-0049㈹ 
（教育委員会） 

■消防本部 
℡.42-0931㈹ 

■八千代支所 
℡.52-2111㈹ 

■美土里支所 
℡.54-0311㈹ 

■高宮支所 
℡.57-0311㈹ 

■甲田支所 
℡.45-4111㈹ 

■向原支所 
℡.46-3111㈹ 

お役立ち 
情報 

閻
杰
・
中
国
女
子
楽
坊
コ
ン
サ
ー
ト 

　
中
国
琵

琶
の
演
奏

家
「
閻
杰
」

と
二
胡
な

ど
の
中
国

楽
器
・
西

洋
楽
器
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。 

■
と
き
　
２
月
18
日（
日
）

 

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分  

開
場 

　
　
　
　
午
後
２
時  

開
演 

■
と
こ
ろ
　
田
園
パ
ラ
ッ
ツ
ォ 

　
　
　
　
　
文
化
ホ
ー
ル 

■
料
金
　
▼
大
人
／
前
売
券
　
１，

０
０
０
円
／
当
日
券
１，
５
０

０
円
▼
小
人（
小
中
高
の
学
生
）

／
前
売
券
　
５
０
０
円
／
当
日

券
１，
０
０
０
円 

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
　
吉
田
教
育
分

室
／
八
千
代
教
育
分
室
／
田
園

パ
ラ
ッ
ツ
ォ
／
向
原
公
民
館
／

美
土
里
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ま

な
び
」
／
甲
田
若
者
定
住
セ
ン

タ
ー
「
ミ
ュ
ー
ズ
」 

高
宮
教
育
分
室 

57
・
1
8
0
3

1
8
0
3

57
・
1
8
0
3

人
権
講
演
会 

向
原
支
所
市
民
生
活
課 

46
・
3
1
1
3

45
・
4
3
1
1

4
3
1
1

45
・
4
3
1
1

甲
田
教
育
分
室 

第
６
回
安
芸
高
田
市
甲
田
町
芸
術
祭
 

生
誕
７０
周
年
記
念
美
空
ひ
ば
り
 

フ
ィ
ル
ム
コ
ン
サ
ー
ト
 

【
美
空
ひ
ば
り 

　
フ
ィ
ル
ム
コ
ン
サ
ー
ト
】 

　
美
空
ひ
ば
り
の
魅
力
を
結
集
！

大
画
面
と
迫
力
あ
る
サ
ウ
ン
ド
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。 

■
と
き
　
３
月
10
日（
土
） 

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜 

■
と
こ
ろ
　
甲
田
若
者
定
住
セ
ン

タ
ー
「
ミ
ュ
ー
ズ
」 

■
料
金
　
大
人
／
前
売
券
１
’０

０
０
円
、当
日
券
１
’５
０
０
円

高
校
生
以
下
／
前
売
券
５
０
０

円
、当
日
券
７
０
０
円（
１
月
25

日
か
ら
甲
田
教
育
分
室
ほ
か
市

内
各
教
育
分
室
で
販
売
開
始
） 

※
前
売
券
完
売
の
場
合
は
、
当
日

券
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

■
第
４
回
安
芸
高
田
市 

　
児
童
生
徒
自
画
像
展 

　
２
月
２
日（
金
）〜
２
月
26
日（
月
） 

　
市
内
小
中
学
校
か
ら
応
募
の
あ

っ
た
作
品
の
入
選
作
を
展
示
。 

※
開
館
時
間
は
午
前
10
時
〜
午

後
５
時（
毎
週
火
曜
日
休
館
） 

※
入
場
料
　
無
料 

八
千
代
の
丘
美
術
館 

セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展 

芸
術
農
園「
四
季
の
里
」八
千
代 

の
丘
美
術
館 

52
・
3
0
5
0

サンフレッチェ広島 
ユース 

日 月 火 水 木 金 土 

 

4 

11 

18 

25

 

５ 

12 

19 

26

 

6 

13 

20 

27

 

7 

14 

21 

28

1 

8 

15 

22

2 

9 

16 

23

3 

10 

17 

24

2月　試合・練習予定 

は吉田サッカー公園 

は吉田運動公園 

試 合 （吉田会場分） 
　24日　午前10時　 
　　　　 対　経済大学 

練 習 

（
0
8
2
4
）74
・
1
0
0
0

■
と
き
　
　
２
月
18
日（
日
） 

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜 

■
と
こ
ろ
　
向
原
若
者
セ
ン
タ
ー 

■
講
演
　
河
野
義
行
さ
ん
（
松
本

サ
リ
ン
事
件
の
第
一
通
報
者
） 

　「
報
道
と
人
権
」 

■
演
奏
　
長
谷
川
一
義
さ
ん 

　
　
　
　（
津
軽
三
味
線
奏
者
） 

　
津
軽
三
味
線
演
奏 

　
　
〜
津
軽
の
響
き
〜 

平
成
１８
年
度
　 

県
立
広
島
大
学
　
公
開
講
座 

県
立
広
島
大
学
庄
原
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー 

　
改
正
さ
れ
た
介
護
保
険
制
度
下

の
施
設
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
、

い
ろ
い
ろ
な
方
面
か
ら
検
討
す
る

講
座
で
す
。 

■
と
き
　
３
月
13
日（
火
） 

■
と
こ
ろ
　
庄
原
市 

　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

■
対
象
者
　
備
北
・
芸
北
地
域
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
、

介
護
者
な
ど
保
健
福
祉
従
事
者
。

そ
の
他
関
心
の
あ
る
方
。 

■
定
員
　
40
名 

■
受
講
料
　
５，

２
０
０
円 

※
申
込
な
ど
詳
し
く
は
県
立
広
島

大
学
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

（吉田サッカー公園℡42－1600） 

※練習時間は午後4時～7時。       
※練習予定は変更になる場合
があります。吉田サッカー
公園にご確認ください。 

昨年のポスターセッションのようす。
掲示物の前で情報交換が行われた。 

安芸高田市民フォーラム 
自治振興課　 ４２―５６１７ 

日ごろの住民自治活動の成果、発表が行われます。 
■と　き　２月１１日（日） 
■ところ　ミューズ（甲田町） 
■内　容 
　●活動展示報告（地域振興組織および各種団体） 
　●活動の発表（わがまち物語） 
　●地域の味交流会（会費制） 

エ
ン
キ 

　
美
土
里
町
北
の
旧
北
地
域
運
営
協
議
会

活
動
拠
点
施
設
を
安
芸
高
田
消
防
署
北
部

分
駐
所
に
改
修
す
る
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
工
事
で
は
、
現
在
の
会
議
室
を

救
急
車
用
車
庫
に
改
修
し
、
救
急
体
制
を

充
実
す
る
た
め
消
毒
室
な
ど
を
設
置
し
ま

す
。 

　
１
月
１０
日（
木
）に
は
安
全
祈
願
祭
が
同

施
設
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で

は
、
児
玉
市
長
を
は
じ
め
、
松
浦
議
長
、

美
土
里
町
地
域
運
営
協
議
会
連
合
会
長
で

あ
る
佐
々
木
忠
則
北
振
興
会
会
長
、
高
宮

町
地
域
振
興
会
連
絡
協
議
会
会
長
で
あ
る

辻
駒
健
二
川
根
振
興
協
議
会
会
長
、
施
工

業
者
で
あ
る
株
式
会
社
和
田
組
の
和
田
一

雄
代
表
取
締
役
な
ど
の
皆
さ
ん
が
玉
串
を

捧
げ
、
工
事
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。 

　
安
全
祈
願
祭
を
終
え
た
児
玉
市
長
は
、

長
年
の
懸
案
だ
っ
た
安
芸
高
田
市
北
部
地

域
の
救
急
体
制
の
充
実
に
向
け
、「
こ
の

分
駐
所
に
は
、
市
民
の
皆
様
の
尊
い
命
を

一
分
一
秒
で
も
早
く
助
け
る
た
め
の
高
規

格
救
急
自
動
車
を
配
備
し
、
今
ま
で
到
着

に
３０
分
以
上
を
要
す
る
地
域
の
皆
様
に
、

安
全
安
心
を
提
供
で
き
る
」
と
、
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
こ
の
安
芸
高
田
消
防
署
北
部
分
駐
所
は

４
月
の
運
用
開
始
に
向
け
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 



保
健
と
福
祉 

2425

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ

タ
ー
募
集 

■
応
募
資
格
　
電
気
通
信
サ
ー
ビ

ス
に
関
心
が
あ
る
満
20
歳
以

上
の
方
。（
総
務
省
、
電
気
通
信

事
業
者
に
勤
務
経
験
が
あ
る
方

と
そ
の
家
族
は
除
く
。） 

■
活
動
内
容
　
ア
ン
ケ
ー
ト（
２
回
）

へ
の
回
答
と
会
議（
１
回
）へ
の

出
席 

■
期
間
　
平
成
19
年
４
月
１
日

〜
平
成
20
年
３
月
31
日 

■
応
募
方
法
　
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
、
住
所
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号（
携
帯
電

話
可
）、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
持

っ
て
い
る
方
の
み
）
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
お
よ
び
応
募
の
動

機
を
記
入
し
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。 

■
応
募
期
限
　
２
月
19
日
（
月
）

ま
で 

■
応
募
あ
て
先
　
〒
７
３
０
―

８

７
９
５
　
広
島
市
中
区
東
白
島

町
19
―

36
　
中
国
総
合
通
信
局

情
報
通
信
部
電
気
通
信
事
業
課 

　
FAX
　

０
８
２
―

５
０
２
―

８
１
５
２ 

　E

‐m
ail

芸
北
地
域
保
健
所 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
 

（
0
8
2
）8
1
4
・
3
1
8
1

中
国
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事
業
課 

（
0
8
2
）2
2
2
・
3
3
7
7

■
と
き
・
と
こ
ろ
　
２
月
20
日（
火
） 

　
午
前
９
時
〜
11
時
　
芸
北
地

域
保
健
所
（
要
電
話
予
約
） 

■
料
金
　
無
料
（
匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
） 

■
２
月
か
ら
始
ま
る
講
座 

ワ
ー
ド
＆
エ
ク
セ
ル（
活
用
編
）・

エ
ク
セ
ル
検
定
・
ア
ク
セ
ス
基

礎（
昼
）・
エ
ク
セ
ル
基
礎（
昼
）・

Ｊ
ｗ-

ｃ
ａ
ｄ（
上
級
）（
昼
）・
管

理
職
研
修（
決
算
書
） 

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
締
切
り
。 

（
開
催
日
・
時
間
・
定
員
・
受
講

料
な
ど
は
直
接
ご
確
認
く
だ
さ
い
。） 

各
種
訓
練
・
講
座
受
講
者
募
集 

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー 

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー 

（
0
8
2
4

0
8
2
4
）62
・
8
5
0
0

8
5
0
0

（
0
8
2
4
）62
・
8
5
0
0

2 月の相談
安全　安全相談 

■とき／月曜～金曜8：30～17：00■相談員／安全推進室職員

■ところ・問い合わせ／安全推進室　℡42－1143 

 
消費生活　消費生活相談 

■とき／毎週水曜日9：00～16：00■相談員／消費生活相談員

■ところ・問い合わせ／安全推進室　℡42－1143 

 
子育て　家庭児童相談 

■とき／月曜～金曜8：30～17：00■相談員／家庭児童相談員

■ところ・問い合わせ／社会福祉課　℡42－5615 

 
くらし・心配ごと　心配ごと相談・行政相談・人権相談 
【吉田会場】■とき／1日（木）・15日（木）10：00～15：00■相談員

／民生児童委員・行政相談委員・人権相談員・人権擁護委員■と

ころ・問い合わせ／吉田人権会館　℡42－2826 

【高宮会場】■とき／6日（火）・13日（火）・20日（火）・27日（火）

18：00～20：00■相談員／民生児童委員・行政相談委員・社協高

宮支所長・人権相談員・人権擁護委員・行政職員■ところ・問い

合わせ／たかみや人権会館　℡57－1330 

【甲田会場】■とき／5日（月）・26日（月）13：30～15：30■相談員

／行政相談委員（5日）・人権擁護委員（26日）・民生児童委員■と

ころ・問い合わせ／ふれあいセンターこうだ相談室　℡45－

4939 

 
行　政　行政相談 
【八千代会場】■とき／27日（火）13：00～15：00■相談員／行政

相談委員■ところ／八千代保健センター 

※吉田・高宮・甲田地区の行政相談は、くらし・心配ごと相談に

含まれます。 

 
ひきこもり　事前連絡必要・予約制・秘密厳守 

■とき／28日（水）13：30～15：30■ところ・問い合わせ／芸北

地域保健所保健課　℡（082）814－3181

２
月
４
日
（
日
） 

中
村
医
院
（
向
原
町
） 

　【
外
科
・
胃
腸
科
】℡
46-

５
５
８
８ 

２
月
11
日
（
日
） 

や
ま
ね
八
千
代
町
ク
リ
ニ
ッ
ク 

（
八
千
代
町
）

 

【
内
科
】℡
52-

７
１
１
０ 

２
月
12
日
（
祝
） 

こ
だ
ま
整
形
外
科
医
院（
吉
田
町
） 

【
整
形
外
科
】
℡
43-

２
８
０
０ 

２
月
18
日
（
日
） 

横
田
診
療
所
（
美
土
里
町
） 

【
内
科
】
℡
54-

０
６
９
９ 

２
月
25
日
（
日
） 

平
原
内
科
医
院
（
吉
田
町
） 

【
内
科
】℡
42-

０
４
４
６ 

の
り
か
わ
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

（
吉
田
町
）【
眼
科
】℡
42-

１
０
０
１ 

【
休
日
・
夜
間
】
２４
時
間
対
応 

高
田
地
区
休
日
夜
間
救
急
診
療
所 

〔
吉
田
総
合
病
院
〕（
吉
田
町
） 

【
救
急
診
療
所
】℡
４２-

０
６
３
６ 

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
出
か
け
る
前
に
医
療

機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

休
日
・
夜
間
当
番
医 

《
休
日
》午
前
９
時
〜
午
後
６
時 

お役立ち 
情報 

　吉田温水プールでは、
プールの点検と清掃のた
め次の期間を臨時休館と
させていただきます。ご
迷惑をおかけしますが、
ご理解をお願いします。 
■休館期間 
　２月１０日（土）～１４日（水） 
※２月１５日からは通常
どおり開館します。 

吉田温水プールの 
臨時休館 
吉田温水プール℡47－1210

市営住宅入居者を 
募集します 

管理課　　47－1201

　市営住宅入居者の募集を行います。入居を希望され

る方は各支所業務管理課または建設部管理課住宅係に

申し込みください。 

※申し込みに必要な書類等は申し込み先に用意してい

ます。 

■申し込み期限　２月１６日（金）午後５時（必着） 

■問い合わせ、申し込み先　　建設部管理課住宅係ま

たは各支所業務管理課まで 

○公営住宅 所得制限（上限）あり 

■募集住宅名 

住 宅 名 

北生住宅 

本 郷 住 宅 

所　在　地 

美土里町生田 

美土里町本郷 

広さなど 

３ＤＫ 

３ＤＫ 

戸　数 

1戸 

1戸 

○特定公共賃貸住宅 

○若者用マンション 

住 宅 名 

虹のマンション 

所　在　地 

高宮町佐々部 

広さなど 

ワンルーム 

戸　数 

２戸 

年齢制限（３０歳まで）あり 

所得制限（下限・上限）あり 

住 宅 名 

尾原住宅 

北 住 宅 

所　在　地 

向原町坂 

美土里町北 

広さなど 

3LDK 

4LDK

戸　数 

1戸 

１戸 

※制限項目や立地条件などは各支所（業務管理課）、 

　建設部管理課（住宅係）に照会ください。 

 

chugoku-m
onitor@

rbt.soum
u.go.jp

　安芸高田市農林業振興公社では、「高齢化で農作業ができない」、

「機械投資をするのは難しい」、「面積が少なく、点在していて引

き受け手がいない」と悩む農家と、「規模拡大をしたい」、「耕作

面積を増やしたい」と希望する農家の調整や支援を行い、農作

業の受委託と作業料金などの清算事務処理が効率的に行われる

よう支援します。 

安芸高田市農林業振興公社では 

農作業の受委託の相談を待っています。 
【公社の取り組み】 

◎不足するオペレータの派遣、支援の斡旋 

◎農作業の受委託の調整・斡旋 

◎農地をまとめて農作業の効率化を支援 

お問い合わせや相談は 

安芸高田市農林業振興公社　℡42－１０３３まで。 

募
　
集 

42
・
0
3
6
0

学
校
教
育
課 

安
芸
高
田
市
奨
学
金
 

平
成
１９
年
度
奨
学
生
募
集
 

　
学
習
の
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、

経
済
的
理
由
で
高
校
・
大
学
・
そ

の
他
の
学
校
へ
就
学
す
る
こ
と
が

困
難
な
方
へ
、
学
資
金
の
一
部
を

貸
し
付
け
ま
す
。 

■
奨
学
金
の
申
請 

　
奨
学
金
を
申
請
し
た
い
人
は
、

学
校
教
育
課
ま
た
は
、
各
教
育

分
室
に
申
請
書
を
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。 

■
申
請
書
提
出
期
限
　 

　
４
月
20
日（
金
） 

　
貸
付
は
奨
学
生
と
し
て
の
資

格
や
収
入
状
況
な
ど
を
も
と
に
、

安
芸
高
田
市
奨
学
金
審
査
会
で

審
査
し
、
決
定
し
ま
す
。
申
請

者
へ
は
後
日
通
知
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
学
校
教
育
課
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。 

42
・
0
0
7
0

吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館 

吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館
企
画
展

「
あ
き
た
か
た
の
鏡
像
・
懸
仏
」 

　
明
治
初
期
の
神
仏
分
離
政
策
に

よ
っ
て
神
社
か
ら
取
り
払
わ
れ
、

廃
棄
さ
れ
た
鏡
像
・
懸
仏
。
中
世

の
宗
教
形
態
を
伝
え
る
、
数
少
な

い
鏡
像
・
懸
仏
を
展
示
し
ま
す
。 

■
と
き
　
２
月
24
日（
土
）〜 

　
　
　
　
　
　
　
３
月
25
日（
日
） 

■
と
こ
ろ 

　
吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
　
　
１
階
展
示
コ
ー
ナ
ー 

■
主
な
展
示
品
　
▼
川
根
薬
師
観

音
堂
の
鏡
像（
県
内
で
も
最
大
級
）

▼
吉
田
宮
崎
神
社
の
鏡
像
・
懸

仏
（
県
内
で
唯
一
、
一
緒
に
発

見
）
▼
吉
田
町
川
本
観
音
神
社

の
懸
仏（
県
内
最
古
例
）な
ど 

45
・
4
3
1
1

甲
田
教
育
分
室 

第
３１
回
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
 

観
戦
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集
 

■
と
き
　
２
月
10
日（
土
） 

　
　
　
　
午
後
２
時
試
合
開
始 

■
と
こ
ろ
　
広
島
市
東
区 

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

■
試
合
　
湧
永
製
薬
　
対
　 

　
　
　
　
　
ト
ヨ
タ
紡
織
九
州
戦 

■
定
員
　
先
着
50
名 

■
集
合
場
所
と
出
発
時
間
　
甲
田

支
所
／
午
前
９
時
、
向
原
支
所

／
午
前
９
時
30
分
、
北
の
関
宿

／
午
前
９
時
50
分
、
市
役
所
本

庁
／
午
前
10
時
10
分
、
八
千
代

支
所
／
午
前
10
時
30
分 

■
参
加
費
　
大
人
４
０
０
円
、
高

校
生
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下

無
料 

　
申
込
や
問
い
合
わ
せ
は
甲
田
教

育
分
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

川本観音堂（吉田町）懸仏 
〔仏像部分〕 



お役立ち 
情報 
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図書館からのお知らせとおすすめの本 

’９５年の地下鉄サリン事件。その実行犯の1人が大
学時代の親友だったという著者が、「運命の分かれ道」
はどこだったのか？と、友の犯した罪、そしてオ
ウム問題の本質を究明しようと試みる。このよう
な事件を２度と起こさないために、私たちはどう
したらいいのか？ 

吉沢和夫／ぶん　北島新平／え　　　 

松谷みよ子／監修（ほるぷ出版） 

★田園パラッツォ図書館 

きた　じま　しん　ぺい よし　ざわ　かず　お 

まつ　たに こ 

【移動図書】2月15日（木）北・生桑地
区　2月22日（木）横田・本郷地区 

近藤勝重／著（幻冬舎） 

伊東乾／著（集英社） 

【おはなし会】2月15日（木）午前10時
30分～午前11時 吉田公民館２階和室 

【移動図書】2月22日
（木）佐々部・川根地区　2月23日（金）船木・佐々部（信木）・
羽佐竹・来女木地区【田園パラッツォおはなし広場】
2月24日（土）午前10時30分～　田園パラッツォ 

★八千代図書館 
 

　日本に伝わる昔話に光を当て、次の世代にしっ
かりと渡さなくてはならないし、同時に子どもた
ちへのおくりものにしなければと願う。 

退屈な日常が、黄金の時間に変わります。長生き
の秘訣から、子育てのヒントまで、人生の知恵が
いっぱいの４９話を収録しています。 

『しあわせの雑学　希望編』 

ＮＨＫ「週刊こどもニュース」　　　 
プロジェクト／編（日本放送出版協会） 

こんどうかつ しげ 

くさ　がや　けい　こ 

い　とう　けん 

格差社会、いじめ問題、北朝鮮の核実験など、２００６
年の重大ニュースをイラストを交えて分かりやすく
解説。子どもから大人まで、知りたい情報が満載の
一冊。 

『ＮＨＫ週刊こどもニュース‘０６』 

草谷桂子／著（大月書店） 
みんなで笑える楽しい絵本から、長い間たくさん
の人に読まれてきた定番絵本まで。多種多様な絵
本が紹介されたブックリスト。絵本を読むコツ十
か条と、テーマ別絵本リストも付いています。 

とりごえ　まり／作絵（アリス館） 
公園で弱りきってえさも食べようとしないこねこ
に出会ったわたしは、心配で病院につれていきま
すが…。このねこが家族の一員として一緒に暮ら
すようになるまでの、わたしのさまざまな悩みや
不安、喜びを描いたお話。動物を飼うことの責任と、
本当の愛情のかけ方を教えてくれる本です。ぜひ
お子さまと一緒に読んでください。（児童書） 

『さよなら、サイレント・ネイビー 
　地下鉄に乗った同級生』 

『かあさんのおめん』 

【移動図書】2月9日（金）小田小学校 
午後1時5分～午後1時35分　小原保育所 午後4時～午
後4時30分　ケアハウス甲田 午後4時30分～午後5時 

『名なしのこねこ』 

三
次
労
働
基
準
監
督
署 

（
0
8
2
4
）62
・
2
1
0
4

しゅうかん 

広
島
県
産
業
別
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た 

　
表
の
産
業
に
該
当
す
る
事
業
所

で
働
く
労
働
者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
「
産
業
別
最
低
賃
金
」
が
適
用

さ
れ
ま
す
。 

 

【おはなし会】2月10日（土）午前
11時～午前11時30分　【読書会】2月10日（土）午後1
時30分～午後3時30分　いずれも八千代人権福祉
センター研修室　【移動図書館さわやか号】根野地区
　　　　　　　2月21日（水）　刈田地区2月22日（木） 

『おじいちゃんの出番！ 
　　　　　 絵本で楽しむ孫育て』 
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　このおよろこびとおくやみは掲載を承認された方のみ掲載しています。市
外で届けられた方で名前の掲載を希望される方は、企画課☎４２ー５６１２まで
ご連絡ください。 

（ 　）の数値は前年同月数値。 

２月の納税  

納期限：2月28日 

市の人口  

平成１９年１月１日　現在 

総人口 

男 

女 

世帯数 

固定資産税 4期 

３３,３７８人　 

１６,０４４人　 

１７,３３４人　 

１３,１７７世帯 

およろこび 
地　域 名　　　前 性別 地　域 名　　　前 性別 

地　域 名　　　前 歳 地　域 名　　　前 歳 

（敬称略） 

男 

女

男 

女 

男 

男 

男 

女 

男 

男 

男 

男 

女 

女 

女 

吉 田 町  

 

 

 

 

 

 

 

 

八千代町 

美土里町 

 

 

高 宮 町  

甲 田 町  

蔦川　恒則 

島中　武登 

矢野金太郎 

小都　盛三 

南波不二人 

米下ハルヱ

市原　辰枝 

山　喜代子 

加島　光男 

國　ハツヱ 

灰谷ユキヱ 

河野タマエ 

吉見　清子 

西永チヱコ 

上岡チサオ 

近末フサヱ 

瀧口　義雄 

砂田　秋三 

佐々木文江 

竹本　長次 

川平　富子 

香川トミ子 

上野ツルヱ 

中和　大和 

難波　桃代 

川井　光明 

古玉　康夫 

若林　幸次 

山　マツコ

上　ヤスマ 

石川　智一

沖本フジミ 

山本アキヱ 

上野　文子 

小松イツ子 

田中　明孝 

前川一二三 

上田　修三 

福島コトメ 

末田コナミ 

80 

89 

85 

74 

79 

94 

72 

79 

85 

92 

97 

87 

92 

92 

89 

82 

64 

92 

73 

76 

84 

90 

92 

75 

90 

68 

79 

82 

91 

81 

49 

80 

87 

88 

96 

78 

90 

73 

95 

94

吉 田 町  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八千代町 

 

 

美土里町 

 

 

 

 

 

高 宮 町  

 

甲 田 町  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

向 原 町  

（敬称略） 

おくやみ  

２
月
７
日
は「
北
方
領
土
の
日
」 

総
務
課 

42
・
5
6
1
1

　
政
府
は
、
毎
年
２
月
７
日
を
「
北

方
領
土
の
日
」
と
定
め
、
北
方
領

土
返
還
要
求
運
動
を
進
め
て
い
ま

す
。 

　
２
月
７
日
に
は
東
京
で
「
北
方

領
土
返
還
要
求
全
国
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
６
日
に
は

安
芸
高
田
市
で
も
街
頭
啓
発
活
動

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

　『
四
島
還
れ 

日
本
の
声
で
す  

叫
び
で
す
』 

平
成
18 
年
度
北
方
領
土
に
関
す
る

標
語 

(

独
立
行
政
法
人 

北
方
領
土
問

題
対
策
協
会)

（ ３３,７３２人） 

（１６,２４０人） 

（１７,４９２人） 

（１３,０４５世帯） 

犬・猫の引き取り
市民生活課　☎42－5616または各支所市民生活課 

2月7日（水）　9：30／市役所本庁　10：00／向原支所　 

10：50／八千代Ｂ＆Ｇ海洋センター　11：35／甲田支所 

 

2月8日（木）　9：00／高宮支所　9：30／来原コミュニティ センター　10：00／美土里支所 

2月21日（水）　9：30／市役所本庁　10：00／向原支所 

　
次
の
労
働
者
は
、
「
広
島
県
最

低
賃
金
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。 

▼
①
年
齢
18
歳
未
満
ま
た
は
65
歳

以
上
の
人
▼
②
雇
入
れ
後
６
月
未

満
で
技
能
習
得
中
の
人
▼
③
主
に

清
掃
片
付
け
業
務
に
従
事
す
る
人

▼
④
主
に
各
産
業
で
特
定
の
軽
易

業
務
に
従
事
す
る
人 

■
広
島
県
最
低
賃
金
　 

時
間
額
６
４
９
円 

産業別最低賃金名 時間額(円)

製鉄業、鋼材、銑鉄鋳物、可鍛鋳製造業、
その他の鉄鋼業 

建設用・建築用金属製品、その他の
金属製品製造業 

一般機械器具製造業 

電気機械器具、情報通信機械器具、
電子部品・デバイス製造業 

自動車・同附属品製造業 

船舶製造・修理業、舶用機関製造業 
各種商品小売業 

自動車小売業 

発効年月日 

784 
 

760 
 

764 

 
721 

748 
786 
739 
745

18.12.31 
 

18.12.31 
 

18.12.31 

 
18.12.31 

18.12.31 
18.12.31 
18.12.31 
18.12.31

★美土里図書館 

し
　
ま 

佐々木拓真 

世羅　吉野 

花岡　勇剛 

岡　　芙羽 

田澤　彰真 

國岡　大暉 

渡里　柊哉 

竹　　芽衣 

辻川　祢央 

大道　涼雅 

中迫　大輝 

中元　悠斗 

高杉　結良 

馬場　　遥 

浮田　優那 

42
・
5
6
1
1

海
外
で
国
政
選
挙
の
投
票
に
参

加
で
き
る
在
外
選
挙
制
度 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

票
に
参
加
で
き
る
制
度
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
在
外
選
挙
で
は
、
衆
議

院
お
よ
び
参
議
院
と
も
に
比
例
代

表
選
出
議
員
選
挙
に
限
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
選
挙

区
選
挙
で
も
投
票
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

　
海
外
で
投
票
を
行
う
た
め
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
在
外
選
挙
人
名
簿
へ

の
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
申
請

の
手
続
は
在
外
公
館
（
日
本
大
使

館
、
日
本
総
領
事
館
〔
出
張
駐
在

官
事
務
所
を
含
む
〕）で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。 

　
在
外
選
挙
と
は
、
海
外
に
住
ん

で
い
る
有
権
者
が
国
政
選
挙
の
投 

お
知
ら
せ 

環
境
と
生
活 

所
得
の
申
告
に
は 

証
明
書
な
ど
の
添
付
が
必
要 

　
所
得
税
の
確
定
申
告
の
際
、
国

民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
と

し
て
申
告
す
る
場
合
に
は
、
納
付

し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（「
領

収
証
書
」
や
「
社
会
保
険
料
〈
国

民
年
金
保
険
料
〉
控
除
証
明
書
」）

を
添
付
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。 

証
明
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す 

　
社
会
保
険
庁
か
ら
証
明
書
類
と

し
て
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
次
の

と
お
り
郵
送
し
て
い
ま
す
。 

平
成
18
年
11
月
送
付
分 

↓
平
成
18
年
１
月
１
日
か
ら
10

月
２
日
ま
で
納
め
た
方 

平
成
19
年
２
月
送
付
分 

↓
平
成
18
年
10
月
３
日
か
ら
12

月
末
日
ま
で
本
年
は
じ
め
て
納

め
た
方 

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
控
除
証
明

書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
三
次
社

会
保
険
事
務
所
ま
で
。
控
除
証
明

書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
３
月
16
日
ま

で
期
間
限
定
）℡
０
５
７
０
―

０
０

―

９
９
１
１【
平
日
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
】 

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。 

三
次
社
会
保
険
事
務
所 

（
0
8
2
4
）62
・
3
1
0
7

学
用
品
費
・
学
校
給
食
費
な
ど

を
補
助
す
る
就
学
援
助
制
度 

学
校
教
育
課 
42
・
0
3
6
0

　
小
・
中
学
校
に
在
学
（
入
学
）
す

る
児
童
・
生
徒
が
家
庭
の
経
済
的

な
理
由
で
、
就
学
す
る
こ
と
が
難

し
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
学
用

品
費
・
学
校
給
食
費
な
ど
を
補
助

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　
制
度
の
詳
し
い
内
容
な
ど
は
、

児
童
生
徒
が
在
学
（
入
学
）
す
る

学
校
か
学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

2月14日（水）～23日（金）蔵書点検・館内整理のため、図書館を休館
します。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。 特別休館のお知らせ 

 

1月29日（月）～2月7日（水）蔵書点検・館内整理のため、図書館を休
館します。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。 

★吉田図書館 
 

特別休館のお知らせ 
 

★甲田図書館 

たくま  

よしの  

ゆうごう 

ふ　う  

しょうま 

たいき  

しゅうや 

め　い  

ね　お  

りょうが 

だいき  

ゆうと  

ゆ　ら  

はるか 

ゆ　な  

★向原図書館 


